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ビル マの建 国神話 につ いて

田 村 克 己*

Essay on the Founding Myth of the Traditional Kingdom of Burma

Katsumi  T.Mvxa

   This article examines the legitimation of kingship in the traditional 

kingdom of Burma by analysis of its founding myth, recorded in written 

form in the chronicles. Part III of the Glass Palace Chronicle, "Hman-

nan-Maha-Yazawin", includes many myths of various motifs as well as 

versions of the same motif, and its story unfolds from the creation of the 

world to the making of the human world, passing through two tales of 

visiting on another world by the founders of the Thayehkettaya dynasty, 

which imply the change over from nature to culture by their representa-

tion of the incest motif. The Chronicle also repeats the theme of the 

hero, the founder of a new dynasty as well as a usurper: an ideology 

which contradicts the idea of succession through legitimate lineage. 

This ideology of succession based on royal blood is paralleled by another 

based on karma, the wheel of fortune in Buddhist thinking. In the 

myths these ideologies are reconciled by woman, a mediator, albeit an 

ambivalent one. The woman in the myth is also related to the representa-

tion of indigenous people and their power.
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1.は じ め に

　 ビル マ は,東 南 ア ジ アの最 も西 に位 置 す る。西 の イ ン ドとは 海 陸両 路 を 通 じ,北 東

の 中 国 とは シ ャ ン高 原を 経 て古 くか ら交 流 を 持 ち,こ れ ら両 文 明 の影 響 を 受 け て お り,

また東 の タ イ な ど と も深 い 関わ りを 持 って きた。 しか しビル マ は,南 のべ ソガ ル湾 に

注 ぐイ ラ ワジ川 の流 域 に ひ ろ が る平 地 が,三 方 を 山脈 や 高 地 で 囲 まれ る とい う 自然 条

件 もあ って,歴 史 を 通 じ,政 治的 ・文 化 的 に 一 つ の独 立 した 領 域 で あ り続 け た。

　 ビル マ平 地 部 に は,紀 元 前 後 か ら ピ3-(Pyu)と い う民 族 が 展 開 してお り,そ の

都 市 国 家 タイ ェー ケ ッタ ヤ ー(Thayehkettaya)は4-9世 紀 に か け て大 い に栄 えた 。

そ れ が 中 国 雲 南 の 南 詔 の攻 撃 を 受 け 滅 んだ 後,北 東 の シ ャ ソ高 原 か ら,ビ ル マ 民 族

(Bama,　 Myanma)が イ ラ ワジ(エ ーヤ ー ワデ ィ)川 流 域 へ 進 出す る。彼 らは や が て

パ ガ ソ(Pagan)に 王 朝 を た て,11世 紀 の ア ノ ー ヤ タ ー(Anawyahta)王 の も と,先

住 の ビュ ーを 吸収 し,海 岸部 に栄 え て いた モ ン(タ ライ ソ:Mon,　 Talaing)民 族 の 国

家 を 征 服 し,ビ ル マ世 界 に 初 め て統 一 した 権 力 を樹 ち立 て る。パガン朝 は,上 座 部 仏

教 を 王 権 の 基盤 と し,ヒ ンズ ー文 明 の影 響 を 受 け た宮 廷 文 化 を 形 成 し,以 降 の ビル マ

世 界 に 登 場 す る諸 王 朝 は,基 本的 に,こ の王 権 の あ り方 を踏 襲 して い った。19世 紀 の

植 民 地 支 配 に至 る まで の,こ うした王 朝 興 亡 史 は,ビ ル マ民 族 を 中 心 に,モ ソや シ ャ

ソの 諸 民 族 が しぼ しぽ 覇 権 を争 う形 で展 開 して い った。 なお ベ ソガル 湾 に 沿 うヤ カ イ

ン(ア ラ カ ン:Yakhaing,　 Arakan)地 方 は,紀 元 千 年 前 後 か ら ビル マ世 界 に組 み 入

れ られ るが,西 方 か ら ヒン ズ ー文 明 や イ ス ラ ム文 明 の影 響 を 直 接 に 受 け,半 ば 独 自の

政 治 的 ・文 化 的領 域 を長 く保 ち続 け た。

　 とこ ろで ビル マ の建 国神 話 は,王 朝 の年 代 記 の 中 に既 に文 字 化 され て あ る。 現 存 す

る 最 も古 い 年 代 記 は,16世 紀 初 頭 のrマハー サ ンマ タ年 代 記 』(Mahasamata　 Ra-

javamsa:後 世 『鳶茗瞭 澆Yazawingyaw』 とい う)で,そ の名 に あ る マハ ーサ ンマ

タ王 が 世 界 の 始 ま りの王,イン ドの シ ャカ族 の 祖 で あ る よ うに,イ ン ド史,セ イ ロ ソ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 zハ　ヴァノサ
史,ビ ル マ史 の順 の三 部 か ら成 る。 前 の 二 部 は セ イ ロ ン史 の 『大 史 』(Mahavam-

sa)に 基 づ いて お り,そ の 「王 統 と仏 教 の 正 統 性 を主 張 す る記 述 方 法 」 が そ の ま ま三

部 の ビル マ史 の記 述 に取 り入 れ られ,「 ビル マ の王 権 と仏 教 の正 統 性,神 聖 性 」 を 主

張 して い る。 これ 以 後 の年 代記 もほ ぼ この形 式 を踏 まえ て い る が,『 高 名 年 代記 』 の

ビ ル マ 史 が タイ ェ ー ケ ッ タ ヤ ー朝 か ら始 ま る の に 対 し,後 世 の も の は,タ ガ ウ ソ

(Tagaung)朝 の伝 承 が付 加 され て い る。 この 点 は,「 タ ガ ウ ン建 国神 話 が比 較 的 後世
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ρ伝承」,す なわち,13世 紀以来のシャソ民族の大移動以後,ビ ルマ化 したシャンに

よって作 られたのではないかと推測されている。そ してそれがビルマの年代記の中に

定着 し,一 連 の建 国神 話 が 完全 な形 で 記録 され る のが,19世 紀 前 半 ㊧r

蚕 璃 …1当會 芙 欝 年 筏 舘 』(Hmannan　 Mahayazawindawgyi)に お い て で あ る 【荻 原

1977]o

　本論は,こ の『破璃王宮大御年代記』に記 された伝承を通 して,神 話分析の一例を

示すとともに,そ の建国神話の意味するところを明らかにするものである。とはいう

ものの,こ の年代記の全体を扱 うわけではない。既に述べたように,年 代記の一,二

部はイソド,セ イロンの伝承であ り,他 方,四 部以降のビルマ王朝史は主に歴史学の

課題である。神話 として問題 となるのは,三 部,す なわち,タ ガウソ朝の創始からパ

ガン朝のアノーヤター王の御代までである。それは,架 空の王朝から,歴 史的に治世

の明らかな最初の王に至る間である。本論は,こ の三部を論ずるが,あ らか じめ以下

の立場を述べておきたい。

　まず,こ こで扱 う神話は,文 字化され,し か も年代記とい う史書の形をとっている。

年代記の中でも異伝が記されているように,元 来は,さ まざまな伝承が口頭,あ るい

は文字によって伝えられていたのであろうが,そ れらに取捨選択が加えられ,修 飾 も

施され,以 下で示す ようなもの となったと思われる。本論では,年 代記の神話を分

析 ・分解 し,またそれ と年代記以外の伝承を比較することで,ビ ルマの建国神話の「本

来の」形や,そ の 「形成 ・発展」を明らかY'す るわけではない。それよりも,さ まざ

まのモチーフの諸神話(お よび同 じモチーフの幾つかの異伝)が,年 代記 という一つ

のテキス トの中で,ど のように組み立てられているかを問題 とする。そして,テ キス

ト,す なわち年代記の三部が,全 体としてどのような構造を持つのかを論 じる1)。

　 しか し,こ うした作業を行なうためには,扱 うテキス トの全体像を示す必要があ

る2)0そ れゆえ,第 二章ではまず,対 象 となる 『破璃王宮大御年代記』の三部を,で

きるだけ細部をも含め紹介していきたい。それがどのように組み立てられているか と

いう先の課題は,次 の第三章で明らかにされよう。そ して,第 三章では,年 代記の中

でくり返されるテーマについて考察する。それは,年 代記のビルマ語ヤーザウィソが

「王権 ・王統」を意味するように,王 権のあ り方を問 うものであ り,年 代記の編纂の

意図するところとともに,ビ ルマの歴史と文化を貫 き規定 してきたテーマでもある。

1)大 林[1975,1984な ど】は,日 本神話 につ いて こうした方法論で分析 している。

2)　 r破璃王宮大御年代記』の三百十五部は,英 訳 されている　【PE　MAuNG　 TIN　 and　 LucE

　1923】。本論 は,最 近(1994年)ビ ルマにて刊行 され た版 お よび この英訳本を テキス トに用

　いる。 なお物語 の引用は,基 本的に英訳本 の箇所を示す。
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2.ビ ル マの建 国神 話

2.1.タ ガ ウ ン 朝

　 (i)建 物 造 り競 争

タ ガ ウ ソの 最 初 の王 統 は,釈 尊 の 時代 のは るか 以 前 に始 ま る。 物語 の発 端 は,イ ン

ド(「中 つ 国」)で あ る[PE　 MAUNG　 TIN　and　LUCE　 1923:1-2]。

　 コー サ ラ(Kosala)と パ ソチ ャ ー ラ(Panchala)の 二 つ の 王 国 の 支配 者 パ ンチ ャ ー ラ王

は,コ ー リヤ(Koliya)の 王 と婚 姻 に よる 同盟 を結 ぼ う と,大 臣 を送 って コー リヤ の 王女

に結 婚 を 申 し込 む が,生 まれ を誇 る コー リヤ王 は断 った 。 そ の結 果,大 きな 戦 争 が 両 王 国

の 間 で起 こ り,パ ソチ ャ ー ラ王 が 勝 利 し,コ ー リヤ,デ ー ワダ ハ(Devadaha),カ ピ ラ ヴ

ァス ト ゥ(Kapilavathu)の 三 王 国 の シ ャカ(Sakiyan)族 諸 候 は 互 い に孤 立 し,国 は 破 壊

され た 。 … … この時,カ ピ ラ ヴ ァス トゥの シ ャ カ ・シ ャカ族 の 王 ア ビヤ ーザ ー(Abhiyaza)

は,そ の全 軍 を率 い,「 中つ 国」 を去 り,テ ィ ソガ ッタ ラ タ(Thingattharatha),す なわ ち

タガ ウソの 土 地 に拠 って治 あ た 。 … …

　 ア ビヤ ーザ ーが 死 ぬ と,二 人 の 息 子,カ ソヤ ー ザ ー ヂ ー(Kanyazagyi)と カ ソヤ ー ザ ー

ソ ゲ ー(Kanyazange)が 王 位 を め ぐ って争 った 。 しか し,賢 明 な大 臣 が,「 も し,あ なた

方 王 子 が大 きな戦 さ を な さい ます と,こ の 国 の 諸 ゆ る もの に破 滅 が 来 ま し ょ う。 憎 しみ の

争 い を な さ る の で な く,徳 の争 い を な さ い ませ 」 と説 き,そ こで王 子 達 が 「ど の よ うに し

て 」 と尋 ね る と,「 王 子様!　 お一 人 ず つ,大 きな寄 進 小 屋 を 一 晩 の うちに 建 て るの です 。

そ して 先 に この 仕 事 を 為 し とげ た 者 が,お 父 上 の 後 を 継 い で 王 とな られ る の です 」 と大 臣

は 答 え た。 王 子達 は 同 意 し,そ れ ぞ れ が一 つ の丘 に 陣取 って,大 きな寄 進 小 屋 を建 て始 め

た 。 カ ンヤ ー ザ ーヂ ーは,頑 丈 な木 材 や 竹 材 を用 い た ため,建 て終 わ ら なか った。 しか し,

カ ソ ヤ ーザ ー ン ゲー は 完成 させ た 。 とい うの も彼 は,小 さな木 材 や 竹 で建 て,そ の上 に 白

い 布 を か ぶ せ,白 く塗 りつ け た か らで あ る 。 明 け方 に な って,弟 の 白 い建 物 を見 た 兄 の王

子 は,彼 の一 党 を 集 め,イ ラ ワジ川 を下 って い った。 … …

　 この 兄 は,チ ャ ウパ ダ ウ ン(Kyauppadaung)の 町 を建 て,七 十 四 年 間 統 治 し,更

Y'移 って,ダ ニ ャ ワデ ィー(Dhannawati:ア ラカ ソ地 方 北部)を と り,そ こに 新 し

い宮 殿 と城 砦 を 造 って治 め た とい う。 ま た彼 は,初 め ラ ー ジ ャガ ー ・・(Raj　agaha:

イ ン ドとの 国境 近 く,チ ン丘 陵 に位 置 す る)に 宮廷 を開 い た が,こ の 時,ビ ュー ・カ

ソ ヤ ン(Kanyan)・ テ ッ(Thek)の 諸 族 の 求 め に 応 じ,息 子 ム ド ゥ セ イ ヅ タ
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地図　 ピルマ関係地 図
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(Muduseitta)を ビ ュー王 と した とあ る。

　 他 方,弟 の 血統 に よって,タ ガ ウ ンの王 位 が受 け継 が れ た 。 ア ビヤ ーザ ー王 か ら数

え て 三 十 三 代 目の ベ イ ンナ カ ヤ ー ザ ー(Bheinnakayaza)の 時 に ガ ンダ ー ラ(Gan。

dhala)王 国 セ イ ソ(Sein)地 方 の タ ヨ ウ(Tayoks)族 や タ イ ェ ッ(Tarek)族 の 圧

迫 を 受 け て 王 国は 滅 び,王 は,マ レー(Male)川 流 域 に 居 を 移 した 。 そ して王 の死

後,従 って 来 た者 達 は三 つ の 集 団 に別 れ た と伝 わ る。 一 つ は,東 に行 って,十 九 の シ

ャ ン諸 国 を 建 て た 者達 で,以 後 ベ イ ソナ カ ヤ ーザ ーの末 喬 と して知 られ る。 イ ラ ワジ

川 を下 って,ム ド ゥセ イ ッタな どの住 む西 方 の 土 地 へ移 った 者 達 もあ り,残 りは,王

妃 ナ ガ ー セイ ソ(Nagahsein)と と もに マ レーに と どま った とい う。

　 (ii)シ ャ カ族 の再 移 住

年 代 記 は,先 の 出来 事 が 釈 迦 牟尼 仏 の現 わ れ た 頃 とす るが,続 け て,イ ン ドの シ ャ

カ族 の再 度 の滅 亡 を 語 る[PE　 M.e　uxc　 Tirr　and　LUCE　 l923:3-4】 。

　……サ ー ワッテ ィ(Savatthi)の コーサ ラの王パセーナディー(Pasenadi)は,カ ピラヴ

ァス トゥのマハ ーナ ーマ(Mahanama)王 に結婚 を申 し込むが,後 者は,自 らの種 族の純

血性を守ろ うとして,王 族 の血 をひ く王女 では な く,奴 隷女に生 ませた姫 ヴ ァサ ブバ カッ

テ ィヤ(Vasabhakhattiya)王 女 を嫁 に 出 した。 彼女 は王 妃 とな り,王 子 ヴ ィタ トゥパ

(Vitatupa)を 生んだ。王子は成長 してカピラヴァス トゥを訪れた。彼 が国へ戻 ると,人 々

は,彼 の居た場所を,奴 隷 生 まれの者 の場 とのの し りなが ら,乳 で洗 い流 した。王子はそ

れを知 るや,憤 り言 った。 「儂が王 とな った暁 には,奴 らの喉か ら流れ る血で洗 って くれ よ

う!」

　父王がな くな ると,王 子は,憤 怒を蘇 らせ,シ ャカ族諸候を滅ぼすべ く,四 倍 もの軍隊

を もって三度進軍 したが,御 仏が防いだ。 しか し四度 目の時,仏 陀 は,シ ャカ族の過去の

い きさつを考え,も はや防がなか った。そ こで ヴィタ トゥパは,大 軍 とともにカ ビラヴァ

ス トゥに押 し寄せ,マ ハ ーナ ーマ王 とともに住 む者達を除いて,乳 呑 み児に至 るまで諸ゆ

るシャカ族を職滅 した。「おまえはシ ャカ族か」 と問われ,草 を手に して 「草!」 と答えた

者達,藍 を手に して 「藍!」 と答えた者達,マ ハ ーナーマ王 とともに逃れ た者達だ けが生

き残 った。それゆえ,シ ャカ族に三つの階級が生 まれ,草 を手 に虐 殺を免れ た者達 は 「草

シ ャカ族」 と呼ぼれ,藍 に よって免れた者達は 「藍 シャカ族」 と呼ぽれ,マ ハーナーマ王

に身を託 し逃れた者達は 「シャカ族」そ のもので呼ぼれた。……

　 シ ャカ族諸候 が滅びた時,シ ャカ族 の王 ダザヤーザー(Dhazayaza)は,従 者 とともに

「中つ国」を去 り,ま ずモ ー リヤ(Moriya)に 拠 って治めた。 ……

　それ か ら再び移動 し,テ ィン トゥエ(Thintwe)に 拠 り治めた。 また また移 り,マ レー
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に 住 む ナ ガ ーセ イン 王 妃 と会 い,同 じ シ ャカ族 の 血 を ひ くゆ え,彼 女 と結 婚 し,上 パ ガン

(Upper　Pagan)に 拠 って治 め,そ こで息 子 の ウ ィ ラー ガ(Wiraga)を も うけ た。 更 に 移 っ

て,か つ て の シ ャ カ ・シ ャ カ族 の 土地,テ ィ ン ガ ッタ ラ タ と呼 ぽ れ た タ ガ ウ ソの 国 に,宮

殿 と城 砦 を 建 て,ピ ンサ ー ラ(パ ンチ ャ ー ラ)と 名 づ け た 。 この 土 地 は,ピ ンサ ー ・タ ガ

ウ ン(Pyinsa　 Tagaung)と して 知 られ た。

　年 代 記 は,王 が三 年 七 ヶ月 か か って計 画 し,上 部 を ナ ー ガ(龍 蛇,ビ ル マ読 み ナ ガ ー)

と精 霊 の手 に よ り,下 部 を テ ィソ ガ ッタ ラタの 人 々の 手 に よっ て造 られ た,黄 金 の宮

殿 の様 子 を述 べ,王 の 灌 水式(頭 頂 に 水 を注 く儀 式)と,そ れ に続 く即 位 式 な どを語

る。 この王 の治 世 に は 四 度宝 石 の雨 が 降 り,そ の二 人 の 王 妃 か らそれ ぞれ 二十 人 の王

子 ・王女 が生 まれ,互 い に通 婚 した 。 そ して,こ の王 統 は 十七 代続 くが,最 後 の王 に

息 子 が 無 か った た め,王 妃 ケ イ ンナ イ ー デ ー ウ ィ(Kinnayi-dewi)の 弟 が 後継 者 に な

った とい う。

2.2。 タ イ ェ ー ヶ ッ タ ヤ ー 朝 前 史

　 (i)釈 尊 の予 言

　 タ ガ ウ ンの 王 統 の話 しは 以 上 で 終 わ り,物 語 は タイ ェー ケ ッタ ヤ ーに 移 る。

　 釈迦 如 来 は,レ ェ カイ ン(Lekaing:イ ラ ワジ川 中流)か ら来 た 二 人 の 兄弟 の建 て

た 僧 院 を 嘉 し,布 施 金 な ど を 行 な い,足 跡 を 二 つ の 岩 　 　 山 の 頂 き と川 の 流 れ 近

く　 　 に 印 した 後,ビ ル マ ・西 の地 方(イ ラ ワジ川 西 方)・ セ イ ロ ソで 仏 教 の根 づ く

こ とを予 言 した とい う。 そ して,釈 尊 は さま ざ ま の地 を 巡錫 す る 【PE　MAUNG　 TIN　and

LucE　 1923:6-7]0

　 彼 は,ポ ゥウ ー(Hpo-u)山 の 頂 きに 着 き,東 南 の 大 洋 に牛 糞 の漂 っ て い る の を み とめ

た 。 更 に,一 匹 の 小 さな モ グ ラが 鼻 で 土 を掻 い て,世 尊 に お じ ぎを して い た 。 彼 は,こ の

二 つ の 兆 しを見 て微 笑 み,従 兄 弟 の ア シ ン ・ア ーナ ンダ(Ashin　 Ananda)が 「あ な た は 何

故 微 笑 まれ るのか 」 と熱 心 に 尋 ね る と,こ う言 った 。 「わ が ア ー ナ ン ダ よ,私 が浬 葉 に入 っ

て百 一 年 目に,こ の土 地 に五 つ の偉 大 な徴 が 現 わ れ よ う。 大 地 は,大 き な響 き と と もに 震

xよ う。 ポ ゥウ ー モ ー(Hpo-u-maw)に は 大 きな 湖 が 現 わ れ よ う。 サ モ ソ(Samon)と サ

ミ ェイ(Samyeit)の 川 が 生 じよ う。 ポ ウパ ー(Poppa)山 が 大 地 か ら円錐iの形 を と って生

まれ よ う。 そ して,海 の水 は,タ イ ェー ケ ッタ ヤ ー の礎 の回 りか ら ひ い て い くで あ ろ う。

これ ら の徴 が 現 わ れ た 時,か の も ぐらは 今 の身 体 か ら脱 け 出 て,ド ワ ッタバ ウ ン(Dwatta-

baung)な る者 に な ろ う。 この 者 は,偉 大 な 都 市 と王 国 を 築 き,王 とな って 宮 殿 と傘 蓋 と

法 を うちた て るで あ ろ う。 この王 よ り,吾 が教 え は久 し く して ビル マ に現 わ れ よ う。」 … …
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　　(ii)隠 者 とな った 王 嗣

　 仏 陀 の 足 跡 と予 言 を 語 っ た 後,物 語 の 舞 台 は,再 び タ ガ ウ ンへ 転 回 す る 【PE

MAUNG　 T-N　and　LuCE　 1923:7-9]o

　世尊 が入寂 して四十年 目,上 記 シ ャカ王か ら出て十七代 目のタ ドゥ ・マハ ーヤーザー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 キュ　ビット

(Thado　Mahayaza)の 治世に,高 さ十二 腕 尺 もあ る野猪が ピンサ ー ・タガ ウンに出現 し,

土地を荒 ら したため,国 境 の村 に住む人 々は戸外に 出るの もままな らなか った。 タガウン

の王は,こ の ことを知 ると,後 継 ぎを呼んで言 った。「巨大 な野猪が国境の村々を荒 ら して

お り,人 々は働 くこともで きないと聞 く。行け,世 継 ぎの君 よ,退 治す るのだ!」 後 継ぎ

は,「 この地上のいか なる敵 も私にか ないます まい。かの猪が死ぬか,さ もな くば私は家に

戻 ります まい」 と答x,五 つの武器 を手 に,猪 の出没する所へ向か った。

　幾つかの年代記に よると3)世 子が森 で狩 りを している時にかの猪に出会 った とい う。猪

は,す ぐれた英雄にあxて 立 ち向か うことな く,モ ー(Maw)の シャンの土地,山 林 へ と

逃げた。世子は,そ の足跡を追い,死 に標 く猪は山隆に入 り込んだ。 この場所は今なお ウ

エ ッウイ ソ(Wetwin)と して知 られ る。　r大年代記』 に よる と,猪 は,そ こか ら南西へ逃

げ,イ ラ ワジ川 を渡 った とい うが,そ の身体が余 りに も大 きいため,川 に入 って も腹の皮

も濡れ なか った。 また この場所 は今 もウエ ッマ ス ッ(Wekmasut)と 呼ぽれ る。 …… ここ

か ら猪は逃げ続け,と うと うタイ ェーケ ッタヤ ーの地近 くの島に至 った。 この島は今 日に

至 るまで ウエ ッ トゥ(Wet-hto)と 知 られ る。

　そ して,世 子 は,猪 を退治 し,ひ とりこちた。「この猪 を追 い珠 した。旅 は もはや長 くな

った。 も し私が タガウソに戻 り,王 に 『かの猪は死に ました!』 と告げて も,王 は信 じな

いだ ろ う。た とえ私が証に猪を持ち帰 り,王 に渡 し,王 が信 じた として も,ほ んの一時の

覚えに過 ぎまい。 もはや私 も年を とってい る。 タガウンに戻 って世 子の楽 しみを享受す る

よ り,こ れか ら僧 となって,法 説 を求め る方が良かろ う。」そ こで彼は,行 老 とな り,そ こ

に棲 んだ。 そ してほ どな く神秘的 力と高い知識を身 につけた。

　行者は こ うして生活を続け,い つ も岩の窪みに小便を していた。一頭の若い雌鹿がその

窪みの水をやむ な く飲んだ ところ,雌 鹿はそれか ら身 ごも り,月 満ちて,人 間の女の子を

生んだ。母親 の雌鹿は,動 物の悲 しさで,赤 ん坊の泣 き声を聞 くとび っ くりして逃げて し

まった。行者は 自問 した。 「ここは人里遠 く離れている。私の耳に入る,あ の赤子の泣 き声

は何だろ うか。」 彼は,回 りを見廻 し,自 分の小 さな娘を見た。何 と!　 彼女はあ ま りに

も美 しく,王 族 の諸ゆる徴 が大小全 て備わ っていた。そ こで行者は考え た。「若 い雌鹿が こ

れを生んだ のだ。あれは,私 の小水 とそ こに混 ざっていた精液をなめて,そ うだ!身 ご

も り,こ の子を生んだのだ。」そ こで彼 は,厳 かに誓いを立 てて言 った。 「もし私 が考え る

ように,雌 鹿が私の子を孕んだのな ら,私 の人差 し指 と中指の間か ら乳が出て,こ の赤子

3)　 この年代記 は,こ のよ うに以前 の年代記に記述 され た物語の考証 ・注釈を入れ てい る。
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に飲 ませ られ ます よ うに!」 す ると二本の指の間か ら乳が 出てきて,そ の子は飲んだ。

　そ こで行者は,彼 女を連れ帰 り,娘 として育てた。彼女が年頃にな ると,彼 はベ ーダー

イー(Bedayi)と 呼んだ。行者 に続 けて仕 えていた諸霊 は,彼 女にふ さわ しい衣類を持 っ

てきた。 彼女が十七才 とな った時,行 者は思い巡 らした。「行者が女性 とともに暮 らすのは

ふ さわ しくない。ま してそれを他人 に見 られ るのは良 くない。」そ こで彼は,彼 女 に一個 の

瓢 を与 え,そ こに穴 をあけ ない まま,そ れ で水 を汲んで竹筒 に満たす よ う命 じた。ために

彼 女は一 日中水辺 にあって暮れ てか ら戻 るよ うになろ うし,た とえできても,終 日忙 しか

った。それか らは来 る 日も来 る 日も,彼 は,娘 のベーダーイーにこんな風な水汲み をさせ

た。

　　(iii)盲 目の 双 子 の流 浪

　 続 け て,同 じ頃 タ ガ ウン で 起 こ っ た 別 の 出 来 事 が 語 られ る 【PE　MAuNG　 TIN　 and

LucE　 1923:9-12]0

　仏暦四十年　　 タガウンの支配者 タ ドゥ ・マハーヤ ーザ ー王の義弟が猪を仕留め るぺ く

追いかけた年で ある　 　 タガ ウン王 の妃が盲 目の双子,マ ハータンバ ワ(Mahathambawa)

とスーラタンバ ワ(Sulathambawa)の 兄弟を生 んだ。王は恥 じて,妃 に 「生 まれた二人の

子達を始末 して,誰 にもわか らぬ ように しろ1」 と言 った。 しか し妃は,自 身のおなかを

痛めた子ゆえ,彼 らを隠 した。

　仏暦四十九年 になって,父 なるタガウン王 は,妃 が子供達を隠 していることを知 って,「妃

よ!汝 は我が輩の評判を落 とすのか。あの兄弟をす ぐに殺せ!」 と妃に命 じた。妃は,

王 の命令に{栗き,も はや彼 らを養 いおおせ なか った。 しか し,妃 は,「 子 らをす ぐに死 なせ

は しまい!私 の目の届かぬ所で彼 らの運に まかせ よ う!」 と言 い,大 きな筏を作 らせ,

で きるだ け長 く旅 が続 け られ る よう,そ こに大量 の食料を苦心 して載せ た。そ して,王 子

達 に食料 のあ りか を教x,彼 らを筏に乗せ て流 した。兄弟 の王子達は,母 親 の置 いて くれ

た食料を食べ,流 されて行 った。

　 彼 らが シ ッカイン(Sikkaing)に 来た時,筏 が,川 の上に突 き出たP罫1塚 にぶつか った
　 　 　 　 　 　 　 　 　 バル　ニ

ところ,こ こに住む羅刹女(biluni)サ ソダモ ッキ(Sandamokhki)が 筏 に乗 り込 んで き

た。そ して兄弟の王子達 が食事を摂 る度 毎に,彼 女 も食べ た。突 き出 した針塊 のあ る所 は

今 日まで シ ッカイ ソと呼ぽれ る4)0… …兄弟の王 子達 は互 いに,「食事 は初め私達 に十分な

量だ った。で も今はそ うではない。何 かわけがあ るにちがいない。食 べ る時に我 々の手を

は っき りさせ よ う。僕の手 と君の手を,な あ兄弟」 と言 った。そ して彼 らは手探 りして,

羅刹女サ ンダモ ッキ の手をつかんだ。直ちに彼 らは鞘か ら剣を抜 き,羅 刹女に打ちかか ろ

うとした。彼女 は,尤 な る王子達 の手か ら逃れ よ うと空 しくもが き,死 に{栗いて,「王子様,

4)今 日の サ ガイ ン(Sagaing)で あ る。
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命を とらないで!若 君様 の望 まれ る ことは何 でも致 しま しょう」 と叫んだ。そ こで兄弟

の王子達 は,「鬼女 よ!　 おまえは我 々に視力を与Yxる ことができるか」 と詰 問 した。彼女

が 「で きます」 と答えたので,王 子達は,約 束 を守 ることを誓わ せてか ら,彼 女を放 した。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 パノレ　

そ こで羅刹女が強力な諸霊や羅刹 に相談 した ところ,こ の兄弟 の王子達か ら始 まる王統が

世尊 の教えを永遠に護持する さまを予見 した強 力な諸霊 が,目 に効 くさまざまの薬を遣わ
　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 とも
した5)0そ して羅刹女 が,筏 で流れ下 る兄弟に供 し,薬 を施 した。薬を最初に施 した場所は

今 もサ グ(Sagu)と 呼ばれ,薄 明 に見 えて きた場所 はなおユ ワー リン(Ywalin)と して知

られ る。そ して,視 力を得て王子達が 「まわ りの空 よ!　 中の大地 よ!」 と叫んだ場所 は,

モ ゥボソ ・ミェデ ェ(Mobon-myede)と して今 も知 られている。

　 さて王子達 は視 力を得 て も,筏 での旅 を続 け,鶴 の飛ぶ の にち なんで コンサ ピイ ソ

(Konsapyin)と 呼ぼれ る場所 に着 いた。 ここで彼 らは筏を止め,五 つの武器 に身を固めて

進み,と うとう,彼 らの叔父の行者 が修行 してい る土地 にや って来た。

　 コンサ ピイ ソは今 は コ ウンタ リソ(Kontalin)と 知 られ る。 『シ ュエ ジー ゴ ソ縁 起』

(Shwezigon　Thamaing)に よれぽ,王 子達が 「高台の方 が明るい」 と言 ったことに 由る名

とい う。 そのため,彼 らは,叔 父 の行者 の娘ベ ーダーイ ーが水を汲みに行 く時にふみかた

めた跡をた どることとなった。そ して,彼 らは彼女 と会 い,そ の水を汲むさまを見て,「娘

さん,あ なたが水汲み に使 っている瓢 は穴が ないよ。全 く馬鹿気 てます よ!」 と言 った。

そ こで彼 らは,瓢 を取 り,剣 でそ の表面を切 って,種 子を外へ落 と し,そ れで彼女に水を

汲 ませ,佑 筒一杯 にさせた。 さよ う,こ のことか ら,世 の人は,「 瓢の把手 に穴 をあけ る勿

れ」 との諺を用 いている。竹筒が一杯 になると,娘 のベ ーダーイ ーは,父 の行者の庵に行

った。行者が 「今 日は何 と楽 々 と水を一杯に して持 ってきたのか!」 と言 った ので,ベ ー

ダーイ ーは全てを話 した。行者 が二人 の若者 を呼 び詰問 した ところ,彼 らは,タ ガウソの

支配者の第一王 妃ヶイ ンナイーデ ーウィの息子達 であること,ナ ーガの息 のため盲 目とな

った こと6),羅刹 女サ ソダモ ヅキが治癒 し視 力を与Yた ことなどを,余す ところな く語 った。

行者は,王 子達の言 うところを聞 くと,「汝 ら双子は吾が甥,吾 が姉 の本当の息子達 だ」 と

言 った。 そ して仏暦六十年 に,行 者は,マ ハータンバ ワと娘のベーダーイーを妻合わ せた。

　 以 上 の物 語 の後 で,マ ハ ー タ ソバ ワが ビ ュー 王 とな った こ とが述 べ られ る。 ビ ュー

は,ム ドゥセ イ ッタの 末喬 タ ソブ ー ラ(Tanbula)王 が ダ ニ ャ ワデ ィーの捕 虜 とな り,

王 妃 ナ ソカ ン(Nanhkan)を い だ い て い た が,カ ンヤ ン族 の侵 憲 を 受 け た り,弟 と

王 位 の争 い が あ っ た り した 。 そ こで王 妃 と人 々が,か の行 者 に頼 った とこ ろ,そ の薦

5)今 日でも,超 能 力者 ウ ェイザー(weikza)へ の信仰 に基づ く集団 ガイ ソ(gaing)な どで

　は,諸 霊 やパル ーの力 や保護 の も とに呪薬 を製 造 あ るい は使 用 し,治 病 を行 な う　 【土佐

　 1995]0

6)　 第三章一節参照。
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め もあ っ て,マ ハ ー タ ソバ ワを彼 らの王 と した。 この 王 以後,ほ ぼ全 て の王 に っ い て,

年 数 ・治世 時 の 出来事 ・崩 御 にあ た って の異 変 ・誕 生 の 曜 日が 記 され る。す な わ ち,

仏 暦 六 十 年 マ ハ ー タ ンバ ワは王 とな った 。 彼 の二 王 妃 は,ベ ー ダ ーイ ー と ビ ュ ー妃 で あ っ

た。そ の うち ビ ュー妃 は 一 人 の娘 を生 み,ほ どな く崩 じた 。王子 ドワ ッタバ ウ ンを ベ ー ダ ー

イ ー妃 が 懐 妊 され て三 ヶ月 で,父 王 マ ハ ー タ ソバ ワが 崩 御 され た。 即 位 され るま で二 十 年,

在 位 は六 年 で あ った 。享 年 二 十 六 才 。王 の崩 御 せ られ る時,七 日にわ た って 地震 が あ っ た。

王 の誕 生 日は 月 曜 日[PE　 Mauxc　 Tut　and　LucE　 1923:13-14]。

2.3.タ イ ェ ー ケ ッ タ ヤ ー 朝

　 (i)ド ワッタバ ウ ン王 の栄 光 と没 落

　 王位 は,兄 の死 後,弟 に継 がれ,続 い て タ イ ェー ケ ッタヤ ーの王 統 が い よい よ始 ま

る。 まず,一 夜 の うちに仏 陀 の予 言 した 五 つ の兆7)の 成 就 した こ と,七 諸 天8)の 相談

の下,帝 釈 天(Sakra)と ナ ー ガ に よっ て,こ の都 市 が建 設 され た こ とを述 べ,帝 釈

天 に 導 か れ ドワ ッタバ ウ ソが王 位 に即 い た こ とが語 られ る。

　 ドワ ッタパ ウ ソは,異 母妹 で,ビ ュー妃 の娘 サ ンダ ー デ ー ウ ィ(Sandadewi)と,

ナ ー ガの 王 女 ベ ー サ ソデ ィ(Besandi)を 妃 と し,帝 釈 天 か ら,霊 験 あ る剣 を はLめ,

五 つ の 王権 の 象徴 物 を 与 え られ る。 さ らに,御 座 船 ・槍 ・鐘 と太 鼓 ・天 馬 ・象,十 七

位 の守 護 霊,国 事 に長 け,八 つ の徳 を備 え た,六 大 臣 を与 え られ た と伝 え る。 王 の 勢

威 は 宏 大 で,歩 く毎 に踏 んだ 地 面 が 沈 む ため,帝 釈 天 が 鉄 板 で 受 け る よ うに し,ま た,

人 間 世 界 全 て,遠 く阿 修 羅(Asura)や ナ ー ガの 土 地 まで 征 服 し,貢 納 を受 け た。 そ

のや り方 は,詔 書 をつ け た 空 飛 ぶ槍 を,王 自 らが 山頂 か ら投 げ る。 す る と槍 は,諸 王

の頭 上 で 落 ち ぬ ばか りに止 ま り,諸 王 が 服 従 し宥 しを請 うまで 去 らなか った。 また,

鐘 と太 鼓 を 一 打 ちす る と,あ た か も諸 王 の 耳 元 で 打 った か の よ うに 響 きわ た り,や は

り彼 らが 宥 しを請 うま で止 まな か った。 そ して 貢 ぎ物 だ け で な く,人 間世 界 の 何 百 と

い う王 が,年 毎 に,最 も美 しい 王 女 ・象 ・馬 ・ル ビーや 金 銀 な どの 貴 金 属 ・毛 皮 ・

絹 ・綿 の 着 物 を 贈 った と言 わ れ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しょうにん

　王は,城 外に宮殿を造営して厄除けの儀礼を催 し,毎 日,三 千体の聖 人に四つの

必要な什物を施 し,全 部で十一の私警莉A(Zedi　 pahto)を 建て,ま た聖人達 と相談

7)前 節(i)「 仏 陀 の 予 言」 参 照 。

8)　 『破 璃 王 宮 大 御年 代記 』 に 挙 げ られ て い る のは,Gavampati,　 Rishi,　Sakra,　 Naga,　 Garula,

　Sandi,　 Paramesuraで あ る。 しか し他 の年 代 記 で は 違 って い る こ と も記 述 され て い る　【PE

　Mauxc　 Tix　and　LucE　 1923:14-15]0
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して,法 典 を 用 意 した。 王 の治 世 の 間,宝 石 の 雨 が五 度 降 った とい う。

　 しか し,こ の 王 の勢 威 も衰 え る時 が来 る。 以 下 は,そ の経 緯 で あ る 【PE　MAUNG

Tu」and　 LucE　 1923:17-18]0

　 さて,あ る 日,惣 菜売 りの女性があ る聖人に寄進 した寺領地の うちのほんの五畝(pe)

を9),こ の偉大 に して強力な王が奪 うとい うことが起 こった。そのため,帝 釈天に与え られ

た空飛ぶ槍 は,も はや王 の遣 いを しな くな り,大 鐘 と太鼓は,打 って もなんの音 もしな く

なった。王 が何人か の聖人 と相談 したところ,彼 らは瞑想 し,惣 菜売 りの若い女性に よっ

て聖人 に寄進 され た寺領地 の うちの五畝を,王 が奪 ったため と洞察 した。そ して彼 らは,

王 に次 のよ うに言 った。「王 よ,三 宝に関わ る,此 の世 の諸ゆ る物は,致 命的 な毒を持つ蛇

である腹や コブ ラの ようなものです。触 られ ると,重 ねて襲 って くるのが,こ うした蛇 の

本性 です。 そ して,襲 われ る と,ど んな生 き物 も重大な災厄を逃れ ることはで きません。

同 じよ うに,三 宝に関わ る物が不法に手 に入れ られる と,人 は,そ の諸ゆる財宝を失ない,

危地 と破滅に陥ち,そ の命 さえも喪 うで しょう。王 よ,あ なたが不法な物 を取 られたか ら,

この事 態がふ りかか って きたのです!」 そこで王は,五 畝 の土地を,惣 菜売 りの女の保護

者 に戻 した。

　 しか しなが ら,不 法 で汚れた物 を奪 ったため,空 飛ぶ槍 と大鐘,太 鼓は,も はや王の命

令を きかなか った。 そのため,諸 方 の王か らの昔か らの貢 ぎ物 は届かなか った。王は激 し

く怒 り,あ る 日,ピ イソシソビュー(Pyinsinbyu)と ピイソシ ンニ ョウ(Pyinsinnyo)を

呼びにや り,「おい!　 大 臣 よ,我 が領土 である臆部州の王 どもは,貢 ぎ物を寄越 さない。

汝 ら行 って集めて こい!」 と叫び,彼 らを送 り出 した。 ピィンシ ンビューとピ イソシ ンニ

ョウは,従 者 とともに,貢 ぎ物を集 め差 し出 した。 それ が七年続 いたが,と うとう王は彼

らを信頼 できな くな り,彼 らを欺いて殺 した。

　 彼 らの死後,貢 ぎ物を集めるだけ の力 と権威 を持つ ものは誰 もいなか った。そ こで王 は,
　 　 　 　 　 　 　 ナ　ガチエ

ナ ー ガの 贈 った 龍 船(nagakye)に 自 ら乗 り,謄 部 州 中 を巡 って貢 ぎ物 を集 め た。 とこ ろ

が あ る時,王 は パ ソ トワー(Pantwa)王 国 に や って来 たが,パ ン トワ ーの 女王 は,胸 に悪

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　バノ　

企みを懐 いて,不 浄な 布(pahso)を 取 り上げる と巧み に手 巾をつ く り,王 に差 し出 した。

王は女王を信 じてお り,何 の躊躇い もな く,何 の疑 い もな く,そ の手 巾で顔 を拭 いた。す

ると王の額の鮮やかな悲が消x..た。そのためナ ーガ王妃 ベ ーサ ソデ ィは王のも とを去 り,

王は嘆 き悲 しんで国に戻 った。王は,怒 りのあ ま り,唾 を疾壷に吐かず に,海 の中に吐 い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カルマ

て しま った 。 か くて王 の善 行 の 業(karma)が 尽 きて しま い,ナ ー ガは,激 し く怒 って,

王 と龍 船 を把 え,ナ ー ガの 国 に送 っ て しま った 。

9)　 1ペ エ=1.75エ ー カ ー 。
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　 (ii)鶏 頭 を食 べ た 王

　 ドワ ッタ バ ウ ソ王 の 後,王 統 は,ビ ュ ー妃 の娘 との間 に で きた息 子 以 下,八 代 続 く。

そ の 次 に 来 るの は,タ ガ ウ ソ王 統 の 出 自で な い 者 で あ る[PE　 MAUNG　 Tm　 and　 LucE

1923:21-22]o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひじり　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　イン

　かの国のある住民が,息 子 を,あ る 聖 に預 け,幼 い頃か ら沙弥(koyin)に させていた。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ピタカ　　　　　　　　　　　　　　 ヴェ　ダ

師は この子を憐 み,経 典(pitaka)や 聖典(Veda)を 教 え,沙 弥はお とな しく師 の用に仕

x.て いた。 さて,こ の師は一羽 の雄 鶏を飼 っていたが,あ る日,雄 鶏が鳴 く度に 「私の頭

を食べ る者 は,ン ガ タバ(Ngataba)王 とな らん!」 と鳴 くことが起 こった。師 は,こ れ

に気づ き,「かの畜生が鳴 くのは何 てことだ!」 と言 い,沙 弥を呼んで 「小僧 よ!　 この鶏

は鳴 くと奇妙な ことを 口走 る。だか ら,そ れを料理 し,私 に出 して くれ」 と言 った。そ こ

で沙弥は,師 の言葉通 りに鶏を料理 した。料理 してい る時,鶏 を鍋か ら取 り出そ うとして

い ると,そ の頭が外れて,火 床に落ちた。頭が汚れて しまったため,少 年 はそれを洗 って

食べ た。師が,「 鶏 の頭は ど うした」 と尋ね ると,少 年は,「 鶏を鍋か ら取 り出そ うとした

時,頭 が外れ落ち ま した。汚ない ので,お 出 ししないで,自 分 で食べ ました」 と答 えた。

そ こで師は,「 こうなったか らには,こ の畜生の鳴いた ことが本当か どうかわか るだ ろ う」

と思 った。

　 そ こで彼 は,宗 教や世事や 国家 につ いての さまざまの務めを,沙 弥 に教 丁,彼 を遷俗 さ

せ,大 臣の将校に預けた。そ こで将校 は,彼 を息子 とし,ふ さわ しい装束をつけ させた。

とい うの も,か の少年 は,美 しさ と叡知 と誉れ を澱 らせ,王 た る徴を,大 とな く小 とな く

全 て備 えていた。それ ゆえ将校は常に,行 く所は どこへな りと,こ の少年を連れて行 った。

ある 日,彼 が王宮 に少年 を連れ て行 くと,王 は,少 年が賢 明に振舞 い,王 老 の資質 を持つ

ことを見出 し,い た く嘉 した。王 は子 息を持 たないため,大 臣にその少年 を請 い,彼 を御

子 とし,大 臣か ら後見の役 目を取 り除いてや った。それか ら少年 は,王 に課せ られ る務 め

や,国 家の内政 を扱 うことY'通 じる ようにな り,父 君 の王 に高 く仰 ぎ仕 え,さ らに法 を深

く究めた。王 も大 臣 も,兵 士 も民衆 も,俗 人 も僧 侶 も,殊 の外,彼 を愛 し,王 は,彼 を継

嗣 とした。幾つかの年代記 は,王 が彼を王女 と結婚 させた ことを加えている。

　 ドワ ッタバ ウ ン王 の 血 統 で な い(そ れ ゆ え,ソ ガ タバ と呼 ば れ る)こ の王 は,敬 慶

で,王 の務 めを よ く守 り,臣 民 を我 が子 の よ うに 慈 しみ,す ぐれ た人 格 を 持 つ とあ り,

治 世 の間,七 度 宝 石 の雨 が 降 った な ど とい う。

(iii)猿 に変 身 した 王

ンガ タバ 王 か ら始 ま る,い わ ば第 二 次 タイ ェ ー ケ ッタ ヤ ー朝 は,十 六 代 目まで 続 く。
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この 間 の各 王 に つ い て は,第 一 次 タイ ェ ー ケ ッタ ヤ ー朝 の諸 王 と同様 に,前 王 との 系

譜,在 位 年 数,崩 御 時 の異 変,誕 生 の 曜 日な どが 記 され る。 何 人 か の 王 は 敬慶 で有 徳

の人 物 と書 き留 め られ る が,乱 暴 で,教 え を守 らず,悪 事 を行 な った王 も二,三 い る。

そ の 中 で よ り具 体 的 に伝 わ り,興 味 深 い の は,十 五 代 目の ア テ ィタ ヤ ー(Atitya)王

で あ る[PE　 MAUNG`T-N　 grid　LUCE　 1923:26]。

　 　 ・彼 は,悪 行 の主 であ った。彼 は,自 らの母親 を凌辱す るため に,そ の館 を訪れ るこ

とさえ した。 ところで母君 は,五 戎 を固 く守 り,世 尊 の教 えに心 の平安 を求めていた。加

えて彼女は,厳 粛な誓 いをた てて,「我が徳 が失われてないな ら,我 が子が来た時に,大 広

間が天蓋 の ごとくな って仏 の まわ りに立つ ように!」 と言 った。す る と部屋 の屋板が,彼

女 のまわ りで天蓋の ように立 ちふ さが った。 そのため息子の王 は恥 をかいて戻 ってい った。

彼 が戻 ってみ ると,そ の身体 は痒みに とらわれ,宮 殿の四隅の池で水浴び しよ うとする と,

その身体が猿の毛で蔽 い尽 くされた。 彼はす ぐに猿 に変身 し,し か もは っき りとな った の

で,全 ての知 るところ とな った。人 々は彼 に練 瓦を投 げ槍 で突 き,彼 は死 んで しまった。

王母 は,息 子が猿 とな って逃 げる時,王 宮か ら降 りて来て後を追い,そ の姿を認め ると,「お
　 　 　 　 　 　 　 アラウノ
い で,い と しい 主 上(Alaung)よ!」 と叫 ん だ。 そ の 場 所 は 今 日に 至 る まで,ラ ウ ン ター

チ ャ ウ ソ(Laungthachaung)と して 知 られ る。 … …

　 (iv)タ イ ェ ー ケ ッタ ヤ ー朝 の滅 亡

　背 徳 の王 ア テ ィタ ヤ ーの 後,王 位 は,そ の 弟 と息 子 との 間 で 争 われ,弟 の トゥパ ニ

ャ(Thupanna)が 勝 ちを 収 め る。 新 しい王 は,徳 と学 識 に富 み,高 い 人 格 を 持 ち,

こ とに仏 教 の護 持 に熱 心 で あ った が,王 朝 は この 代 で滅 び る。 そ れ は 次 の よ うな事 件

か らであ る 【PE　Mavric　 Tnv　and　LvcE　 l923:26-28]。

　かつて王は,当 時騒 々しか った カソヤ ソの土地を平定す るために,四 倍の軍勢を率いて

遠征 した。そ の土地を征服 した時,王 はそ こで世尊の黄金の像を見た。それは(普 通 の人
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 キュ　ビット
の腕 で測 って)高 さ八十八 腕 尺 もあ った。彼は,あ たか も世尊その ものに 出会 ったかの

ような,尋 常 ならざる信心 の念 に満た され,昼 も夜 も伏 し拝 んだ。三年間 もそ うしてもな

お,彼 は この像か ら身を離す ことが できなか った。像は,数 千万 ビス10)の黄金何十何百 も
　 　 　 　 　 　 　 アリメッ9-h-

の重 さがあ り,未 来仏弥勤(Arimiteyya)に 似せて造 られ ていた。

　大臣達は,「偉大 なる王 よ!　 御君 の象 も馬 も従者 も疲れ ています!　 ど うかす ぐに国に

戻 られ ます よう」 と王 の耳 に訴 えたが,王 は,「予は,こ の仏像をあ きらめ きれ ぬ。巨大 な,

宝石 で飾 った筏を作 り,そ の上 にこの仏像を乗せ,ナ ガーイ ッ(Nagayit)山 のまわ りを迂

10)　 ビス=重 さの 単位 。
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回 して,海 路,タ イ ェーケ ヅタヤ ーに運び戻ろ う」 と答 えた。そ こで大臣達 も従老達 も悲

痛な思い とな り,「王は 出来 もしないことを考えてお られる。王がああ思われ ている限 り,

我hは 二度 と家族 に会 えな いだ ろ う」 と考えた。そ こで彼 らは集 まって相談 し,仏 像 の下

に穴を掘 った。す る と,そ の像は,純 金 で鋳造 され重か ったので倒れた。王が,像 の倒れ

るのを見 て,「大 臣 よ,な ぜ世尊 の像が倒れた のだ」 と尋ね ると,大 臣達 と従者達は,「 ご

照覧 あれ!　 我が世尊 が入寂な さったのです」 と答 えた。王は,こ の答 えを聞 くと,悲 し

み に沈み,押 し黙 った。そ こで大臣達 と従者達 は,そ れ ぞれ,一 本 の薪 と一掬 いの炭 を穴

に押 し入れ,火 を著けた。王が,火 の手を見て,「大 臣よ,な ぜ汝 らは世尊の像を火Y'く べ

るのか」 と再び尋ね ると,大 臣達は,「世 尊は入寂 なさいま した。そ こで何 と!諸 天が茶

昆に付す儀式を行 なっているのです」 と答えた。王 は彼 らの答えの本 当でないことを知 り,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 がね

悲 しみの まま押 し黙 った。大臣達 と従者達は,王 が怒 るのではないか と怖 れ,金 の延べ金

か ら,一 腕尺た っぷ りの高 さを持 つ,二 十八体 の世 尊の像を鋳造 し,王 に差 し出 した。更

に彼 らは,純 金の ものを鋳て,そ れ らも差 し出 した。彼 らは また多 くを 自分 達で取 り込ん

だ。か くて王は,故 郷の タイ ェーケ ッタヤーに戻 った。

　 しか し,こ うした什器が人 々に よって使われ ると,こ の高貴 な王国は,七 柱 の高位霊に

よって打 ちたてられ たにもかかわ らず,追 剥,泥 棒,強 盗,凶 徒がはび こ り,秩 序乱れ無

法 の様 とな った。 この時,大 きなつむ じ風が起 こ り,飾 の箕 を運び去 った。箕 の持 ち主 の
　 　 　 　 　 ンガサゴ　　　　　　ノガサゴ　

女 性 はt「 私 の箕!私 の 箕!」 と叫 ん で,後 を 追 った 。 そ こで 国 中 が 驚 き,「 ソ ガサ ゴ ー

(Ngasagaw)の 戦 が起 こ った!」 と言 って,人 々は,三 つ に分 裂 した 。 王 は病 い に倒 れ 崩

じた 。 … …

　 三 つ に分 かれ た 集 団一 ピs-,カ ソ ヤ ソ,ピ ル マー の うち,ビ ュー は内 部 で 戦

い,さ らに チ ャ ビ ン(Kyabin),テ ッ,ビ ュー と分 裂 し,こ の ビ ューは,最 初 タ ウ ソ

ニ ョ(Taungnyo)の 土 地 を 占め るが,タ ラ イ ン,カ ンヤ ソの侵 憲 を 順 次 蒙 り,パ ダ

ウ ソ(Padaung),ミ ソ ドソ(Mindon)と 居 を 変 え る。 や が て,十 九 ヶ村 の長 と して

タ モ ゥダ リ ッ(Thamoddarit)王 が 出て,パ ガ ソを舞 台 と した物 語 に 移 るが,そ の 前

に,タ イ ェー ケ ッ タヤ ー朝 の終 末 に興 味 深 い 話 が 記 され て い る。 話 は戻 って第 一 次 分

裂 の後 で あ るが,ビ ュー とカ ソヤ ソが互 いに 戦 さを 繰 り返 して いた とい う。

　 ……そ こで彼 らは,数 の多 い方に勝利が帰す る とい う取 り決 めを結ん だ。そ して,そ の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 バトウ

意 図で,ビ ューは タイ ェーケ ッタヤーの西に,カ ンヤ ソは北 に,そ れぞれ仏塔(pahto)

を建 てる ことにな り,先 に大 きな仏塔 を完成 させた側が勝 ちを収める ことに合意 した。 そ

こで カンヤ ンは,煉 瓦で大 きな仏塔 を建 てたが完成 させ ることがで きなか った。 しか しピ

ューは知恵をめ ぐらし,竹 を仏塔に似せて組 み立て,そ れに 白い布 を蔽 い,傘 蓋を載せた。
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カ ンヤ ンは そ れ を 見 る と,敗 れ た こ と を認 め,逃 げ 去 った 【PE　MAuNG　 Z'IN　and　 LucE

1923:281,

2.4.パガン朝 前 史

　　(i)釈 尊 の予 言

　 年 代 記 は,パ ガ ンの 都 に つ い て も,釈 迦 の巡 錫 と予 言 を 伝 え る 【PE　MAUNG　 TIN　and

LucE　 　1923:29-30jo

　世尊 は,名 を顕わ され,「 中つ 国」か ら旅 を して,こ の王国 の地に着 いた。 タ ソヂー

(Tangyi)山 の頂 きに立 って眺め ると,急 勾配 の堤にあ るプテ ィ(butea)の 木の尖G',一

羽 の白い鷺 と一羽の黒い烏の止 まってい るのをみ とめた。更に,そ の木の股の ところに,

二枚 の舌を持つ大 トカゲの形を した餓鬼が住み,木 の根元に小 さな蛙が一匹隠 まっている

のを見つけた。そ こで彼は微笑んだ。従兄弟の シン ・アーナ ソダーが 「あなたは何故微笑

まれ るのか」 と懇 ろに尋ね ると,世 尊は予言 して語 った。「わが アーナ ソダー よ!　 私が入

寂 して六百五十一年 目,こ の場所 に大 きな王国がで きるであ ろ う。 プティの木の尖に白い

鷺 と黒 い烏の止 まっているのは,そ の王国でた くさんの人hが 施 しを行ない徳を積む こと

を示 している。一方 で,徳 を持た ない,邪 悪 な人 も多 くい よ う。 ブティの木の股に住む,

二 枚舌 の大 トカゲの姿 を した餓鬼 は,そ の王 国の人 々が土地を耕す のでな く,売 った り買

った りの商売 で生計 を立 て,そ の言辞 は真実 の言葉 でな く偽 りのものであ ることを表わ し

ている。 プテ ィの木 の根 元Y'　 まる小 さな蛙 は,人 々が蛙 のよ うに冷たい腹を持 ち,幸 せ

であることを示 している。かの王国の最初 の創設者 タモ ゥダリッ王 の御世に,大 鳥,大 猪,

大虎,ム ササ ビが支配 を乱 そ う。 しか し,栄 光 と力 と支配力 を十分 に備えた王子が,か の

四つの怪物,大 鳥 も,大 猪 も,大 虎 も,ム ササ ビも,仕 留めるであろ う。」

　　(ii)英 雄 ピ ュー ソー テ ィの 冒険

　 先 の仏 陀 の予 言 は,ピ ュー ソー テ ィ(Pyusawhti)王 の手 で実 現 す る こ と とな る。

そ の 話 とは 　 　 【PE　MAuNG　 TIN　and　LucB　 1923:30-33】

　 と ころ で,マ レ ーの 田 舎 の 村 々が まだ 騒 々 しか った 頃,タ ガ ウ ン王 統 の 直系 の 末喬 で,

名 を タ ドゥ ・ア ーデ ィ ッサ ヤ ーザ ー(Thado　 Adissayaza)と い う,シ ャ カ族 の一 王侯 が,

土 地 を 離 れ,丘 の 上 で,菜 園 作 りや 田畑 の耕 作 で 生 活 を た て な が ら,こ っそ りと身 をや つ

して住 んで い た 。 と こ ろで 彼 の 菜 園 に は ナ ー ガの 穴 が あ った が,息 子 を授 か りた い と思 う

時 は 必 ず,日hナ ー ガに 祈 り供 え物 を す るの が,当 時 の全 て の 里 人 ・村 人 の慣 わ しで あ っ

た 。 そ うす る うちY'`,タ ドゥ ・ア ーデ ィッサ ヤ ーザ ーの妃 が,良 き運 命 と徳 の お か げ を も
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って懐妊 し,月 満 ちて,諸 ゆ る王者 の徴 と美 しさを備えた男の子を生 んだ。彼 らは,彼 を

ソーテ ィ(Sawhti)と 名づけた。 この菜園に住む,ナ ーガの王 と王妃は,い つ もそ の子 を

可愛 いが り,自 分達 の子 の ように愛 した。彼が七才 になった時,弓 術 の使 い手 でもある,

この地 の一番の行者 に預 けられた。更に彼 は,俗 間の書物やルーパニカーヤ(Rupanikaya),

サ ッダニカーヤ(Saddanikaya)な どの聖典を さまざま学 んだ。行者 は,こ の若者の身振

り,身 体つ き,容 貌,彼 の持つ王者の特質や徴を見て,「 この若者 は,ま ことの王族の血 じ

ゃ,諸 ゆ る王た る徴 と美 しさを持 ってお る。 まが うことな く,こ の者 は下流 の地で王位 を

手 に入れ よ う」 と言 った。 そ こで行者 は,若 者 の名 の ソーテ ィを変 え,彼 を ミソテ ィ

(Minhti)と 呼び,未 来 の王の知るべ き十八の学芸を彼に教 えた。十六 の時に若者 は,パ ガ

ソの土地に行 くのを望み,そ の王族 の父母に暇乞 いを した。両 親は,彼 が下流の地で王に

なるであろ うと,第 一 の行者 が以前言 った言葉 を思 い起 こ し,彼 の出立を許 した。そ して,

王族 の父は,宝 石をふんだんに鎮めた弓 と矢を彼に与xた 。 この弓は,人 の手にな るもの

では ない。 とい うのも,か の老がパ ガンの地の諸ゆ る敵を鎮め征 し,王 とな り,以 後,仏

教を守 り,そ れ に仕 えるのにふ さわ しい,全 て王者の血をひ く子 々孫 々が長 く続 くとの予
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ナヅ
言を聞いた帝釈天が,宝 石をふんだんに鎮めた,精 霊(nat)の 弓矢を彼に与えた とい う。

かの若者 は,そ の弓矢 を取 り,パ ガ ソの土地に行 き,ビ ューの年寄 り夫婦 のもとに居候 し

た。夫婦 は,自 分達 の息子 も娘 もいなか った ので,ひ とかた ならぬ愛情 と敬意 を もって,

彼 を息子 のよ うに世 話 し可愛いが った。

　 ある 日,彼 は持 って来 た弓矢 を試 そ うと,ビ ューの老夫婦 に暇乞 い して,森 へ出かけ よ

うとした。しか し,ま るで我 が子の よ うに彼 を気づか う二人は,彼 を引 き止め て言 った。「愛

し子 よ,こ の土地 の東の方には五百頭 の手下 を率 いた大猪 がお り,西 の方には五百羽 の手

下を率いた大鳥がお り,南 の方には五百 頭の手下 を率いた大虎がお り,北 の方には五百匹

の手下を率いた ムササ ビがい る。愛 し子 よ,こ の地の主である王 さx..,こ の敵を打ち破れ

ず,毎 日,大 猪に,米 六十 山,荷 車九台分の南瓜,荷 車九台分の糠を与えねぽな らない。

大鳥には,一 週間に七人 の処女,日 に一人の処女を与えねばな らない。 こん な空恐 ろ しく

奇怪な敵 が この国を苦 しめ るようになって,今 や丸十二年 となる。」 しか し,若 老 は自らの

能力 と力を信 じていた ので,敵 の巣窟を探 しに 出て行 った。そ して,南 に棲む大虎,北 に

棲む ムササ ビ,東 に棲む猪 に立 ち向か い,王 族 の父か らの弓で,そ れ らを仕留め屠 った。

　 それか ら彼 は,大 鳥のいる西 の方へ行 った。そ の時,か の鳥へ の餌 を取 り扱 っている者

が,鳥 への食料 に差 し出す七人 の女 を連 れて行 く途 中であった。若 き王子 は,こ の男に会

い,何 を しようとしているのか,彼 に詰 問 した。鳥へ の餌 を取 り扱 っている男は,若 者 に

全てを語 った。若者 は,「 おまえが言 うことは何 と悲 しい ことではないか一 鳥の餌に差 し

出す とは　 　私 と同 じように生 きてい るのに」 と言 って,七 人 の女 を預 った。彼 女達は,

危地を脱す る望みを得て喜び,若 き王子のために,熱 心に祈 り,強 く望みをかけた。やが

て,か の鳥が,塒 か ら出て来て,王 子を見 ると,そ の力 と技量を さまざまに示 した。 しか

し王子は,冷 静で沈着な性格であ ったので,恐 れ ることな く,大 声を上げて,挑 戦の言葉
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を吐 き,帝 釈天の雷挺 の付 いた矢で,こ の強大な鳥を仕留 め倒 した。

　王子 は,死 んだ鳥か ら一本 の羽根 をむ しり取 り,七 人の女性に頭に載せて運ぽせた。彼

女達 はそれを載せ るのに大騒 ぎ した とい う。彼は,「 お まえ達行 って,そ れを王 に差 し出 し

て こい」 と言 って,彼 女達を遣わ した。 そこで七人 の女性は,王 に差 し出そ うと,大 鳥の

羽根 を運 び去 った。 しか し途 中で,重 いため に,そ れ以上運ぶ こともで きず,羽 根を落 と

した。その場所は今 も フソゲ ッタ ウンピッ(Hngettaungpyit)と して知 られ,大 鳥の射た

れ た場所 は フソゲ ッピ ッタウン(Hngeppyittaung)と して なお知 られ る。 さて,七 人の女

性 が,「大鳥は死に ました。若い方の手で仕留め られたのです!」 と,タ モ ゥダ リッ王に言

上す る と,王 は,十 二年の間,止 むな く食 い扶持 を与 えて きた敵が打 ち破 られ殺 された と

聞 き,大 いに喜 び,四 個の軍 団を率いて,王 子 の居 る所へ行 った。そ こで彼は,大 きさ,

高さが小 山ほ どもあ る鳥の死体を見た。そ こで王は,「 汝はいか なる種族の ものか。 こんな

に強大 な敵を仕留 めた,若 き貴公 よ。 いかなる武器 によって,奴 らを仕留めた のか」 と聞

き,王 子が全ての事実を王に語 ると,タ モ ゥダ リッ王 は 「まこ とに,か の骨 と血 の者 の持

つ,栄 光 と力 と知 恵を備えてお る」 と言 った。王 は,彼 を,娘 のテ ィリサ ンダーデーウィ

(Thirisandadewi)と 結婚 させ,彼 を継嗣 とした。大鳥に食べ物 として供xら れた人の数は,

タモ ゥダリッ王の治世全十二年 の間で,四 千三百二十人であ った。

　　(iii)日 の御 子 と龍 女 の子

　 英雄 ピ ュー ソー テ ィの 出 生 につ い ては,以 上 とは別 の話 しが記 され て い る。年 代 記

は,幾 つ か の理 由を 挙 げ て,別 伝 を 信 ず るに足 りな い と斥 け て い るが,そ れ に 多 くの

紙 数 を費 や して い る こ と 自体,別 伝 が 根 強 く流 布 して い た こ とを 示 して い る。そ れ は,

先 の 伝 よ り一層 興 味 深 い 。 す なわ ち　 　 【PE　Mavxc　 Tu」and　 LucE　 1923:33-34】

　 ナ ー ガ王 カ ー ラ(Kala)の 子 ナ ガ ーチ ャ ウ ン(Nagakyaung)の 娘 で,ザ ン テ ィ(Zanthi)

とい う名 の 女 ナ ー ガが,徳 行 を 修 め るた め に 人 間世 界 にや って来 た。 彼 女 は,マ レー 山 の

近 くで 暮 ら して い る時 に,「 日の 御 子 」 と交 わ り,懐 妊 した。 「日の御 子 」 は彼 女 を捨 て,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ルビ　

彼女は,臨 月にな って,彼 に白い烏を遣わ した。 この白い烏は,「 日の御子」が紅玉を包 ん

で持 たす まで,戻 ろ うとしなか った。 ところで,数 人 の船主の商人 が食事を取 っていたが,
　 　 　 　 　 さが

鳥が,そ の性か ら食 べ物のお こぼれをつ まもうと思い,紅 玉 の包 みを木の股 に置 いたまま

に して しまった。烏がお こぼれをつ まんでいる うちに,商 人達 は,白 い烏が木 の股 に置 い

た紅玉 の包みを見つけ,取 り上げ,そ の代わ りに乾いた糞 の包みを残 した。 白い烏は,食

べ物のお こぼれを食べ て しま うと,そ の包みを持 って戻 り,ナ ーガのいる所 に戻 り,包 み

を彼女に渡 した。彼女は,乾 いた糞を見て悲嘆に くれ,山 の頂 きに胎内の卵を産んで,ナ ー

ガの地へ去 った。
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　 この時,精 霊が一人の猟 師を連れ て来 た。 ナーガが卵 を産 んだ場所 に来て,猟 師は,卵

を見つけ,そ れを喜 んで持 ち去 った。 しか し,彼 は,ひ どい俄雨 のために,堤 か らX111れる

ほ どに増水 した流れを渡ろ うとしている時,そ れ を手 か ら落 とした。 そ して,一 個の金の

卵は,モ ゥゴウ ・チ ャッピイソ(Mogok　 Kyappyin)の 国で割れ,こ の土地の鉄や紅玉 と

なった。一個の黒い卵は流れを下 り,テ ィソ トゥエの土地 に着 き,一 貴人 を生 んだ。彼女

は,年 頃に なって ティン トゥエ王の妃 とな った。 一部 の年代記 は,そ れがガ ンダーラ王 国

に着 いた と言い,別 のは タガウソへ と伝え,そ れ ぞれY'別 々の話がついている。一個 の白

い卵 はイ ラワジ川を下 り,ニ ャウ ンウー(Nyaung-U)に 着 いた。そ して,ミ ィェゲー ド

ゥイ ソ(Myegedwin)村 のパガ ソの老夫婦 が,ニ ャウソウーの河岸に降 りて来 て,そ れ を

見つけ,水 か ら拾い上げ,ト ゥーユ ゥイ ン(Tuywin)山 の麓 で信 心Y'勤 めてい る行者 にそ

れ を見せた。行者 は,知 と徳を備えた者 であ り,予 言 して語 った。「この卵は普通の卵でな

い。 高貴 な卵 だ。 ここか ら艀 って くる者は,栄 光 と知恵 と,大 小の王者の徴 とを持 ち,全

地上 の敵を鎮め るであろ う。 さらに,こ の者は世尊の教えを護持す るであろ う。」そ こで ピ

ューの老夫婦 は喜 び,そ れを宝 として蔵 めた。時が来て生 まれ ると,そ の子は,栄 光 と知

恵 と,大 小の王者 の徴 に満 ちてお り,老 夫婦は,自 らのおなか を痛め た息子の よ うに,こ

の子を養 った。そ して彼 が成人 に達 した時,父 の 「日の御子」 がや って来て,彼 に,宝 石

をふんだんV'鎮 めた弓矢 を与xた 。それで諸ゆ る敵に打ち勝つ ためである。

2.5.パガン朝

　 (i)ピ ュ ー ソー テ ィの 王統

　 パ ガ ソ王 国 の 継嗣 とな った ピ ュー ソー テ ィは,義 父 の 死後,す ぐに即 位 せ ず,ま ず,

彼 の恩 人 の行 者 を遷 俗 させ 王 位 に即 け た とい う。 続 い て ピ ュー ソ ーテ ィ自身 が,帝 釈

天 に導 か れ,霊 界 の鼓 ・琴 ・痢 夙が 奏 で られ る中,登 極 した 。 王 妃 は,タ モ ゥダ リッ

王 の 娘 テ ィ リサ ン ダ ーデ ー ウ ィ と,ナ ー ガ王 か ら献 ぜ られ た 王 女 イ ラ ソ ダ デ ー ウ ィ

(lrandadewi)で あ る。 帝 釈天 か ら,五 つ の王 権 の象 徴 物 と と もV',豪 奢 な 傘 蓋 を は

じめ玉 器 類,沼 か ら出 て きた 空 飛 ぶ 象,川 か ら生 じた貴 種 の馬 を 贈 られ,ナ ー ガ王 か

らは,百 千 単 位 の 種 々の象 と馬 の贈 り物 な どに 加 え て,三 十 八 の侍 女,王 に雇 従 す る

百 八十 人 の屈 強 なナ ー ガの若 者 を 遣 わ され た 。 治 世 の 間 に三 度 宝 石 の雨 が降 り,こ れ

らの 時 や,即 位 時,敵 を破 った 時 な ど,あ わ せ て 十 二度 の盛 大 な祭 典 を行 ない,ま た,

人 間 世 界 の諸 ゆ る王 が,賀 状 と と もに,進 物 や遣 い物,処 女,宝 石,象,馬 を 贈 った。

王 は,善 者 の七 つ の資 質 を 備 え,王 者 の十 の務 め を 怠 らず,世 尊 の教 えを守 り,諸 天

と相 談 して 法典 をつ く り,多 数 の仏 塔,僧 院,窟 院 な どを 建 立 し,臣 民 を我 が子 の よ

うに慈 しん だ と伝 わ る。
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　 ピ ュー ソ ーテ ィ王 の後,王 統 は,ビ ュー王 の娘 との 間 に で きた 息 子 以下,六 代続 く。

四代 目の テ ィン リーチ ャ ウ ン(Thinlikyaung)王 の時,十 九 ヶ村 が 解 体 し,テ ィ リピ

ィ ッサ ヤ ー(Thiripyissaya)の 町 が建 設 され,マ ハ ー ギ ー リ(Mahagiri)兄 妹 の霊 が

ポ ウパ ー山 に祀 られ,王 ・大 臣 ・人民 が年 に一 度訪 れ た とい う。 また治 世 の間,三 度

宝石 の雨 が 降 った と伝 わ る。

　 王位 は,そ の後,王 族 で ない 大 臣 の手 に帰 し,さ らに別 の者 に よ って寡 奪 され る。

しか し,ピs一 ソー テ ィの王 統 の 最後 の王 の孫 が,隠 れ住 ん でい るの を大 臣達 に 見 出

され,王 位 を継 ぎ,以 下 九 代 続 く。二 代 目の 王 の時,テ ィ リピ ィ ッサ ヤ ーが放 棄 され,

タ ンパ ワテ ィ(Thampawati)の 町 が つ くられ,七 代 目の王 が親 耕 の 儀 式 の 時 に事 故

死 したな どの記 事 が見 られ る。

　 王 位 は,こ の 後,再 び 途 切 れ る。 九 代 目の 王 の 妃 の尊 師 ポ ウパ ー ・ソ ー ラ ハ ン

(Poppa　 Sawrahan)が 即 位 した か らであ る。 彼 は,学 識 深 く,容 色 美 し く,信 仰 心 と

徳 に満 ち,王 の務 め を守 り,民 を我 が子 の よ うに 愛 したが,精 霊 マハ ーギ ー リは,姿

を現 わ す,御 告 げ を下 さ なか った 。 とい うの も,王 が正 系 の王 統 の もの で な か った か

らで あ り,そ こで王 は,怖 れ て 逃 げ気 狂 い を装 って乞 食 とな って い た先 王 の子 を 召 し

出 し,娘 と結 婚 させ,後 嗣 と した とい う。 ともか く王位 は再 び ピ ュ ー ソー テ ィの 王 統

に戻 り,以 下 四 代続 くが,ま た また 中 断す る。

　 (ii)二 人 の馬 丁 王　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s

　纂奪者として登場するのは,金 持ちの下男をしていた村人 ミソチュエ(Myinkywe)

である。彼は,母 が農園の世話で残され,羅 刹鬼と交わって生んだ子という。彼は,

女主人にいわれ世話 していた馬を見失い,怖 れて,王 の下に出仕 した。屈強な彼は,

王の塵舎の馬丁頭とな り,馬 好きの王が昼に廠舎に来るため,お 供で来 る妃 と示 し合

わし,森 に狩に出て臣下 とはぐれた王を斌 した。彼は,王 の着衣をまとい,馬 に乗っ

て町へ戻 り,宮 廷に着いて,言 うことを聞かない妃の一人を殺 したとい う。他の者は

彼の命令に従い,大 臣達 も国が混乱に陥るのを怖れ,彼 の言 うままにしたと伝わる。

　この大逆の王も息子が無か ったため,大 臣達が王族の者を探し出し,王 とし,三 度,

正系の王統がつながる。以下四代 目の王が狩猟中に落馬 し棘に刺され横死 したことや,

九代目の王の時にパガンの町などの建設 されたことが記されている。そして次の十代

目の王は,馬 好きで馬術に長 じていたが,夜,廣 舎で馬を見ていた時に殺 された とい

う。その逆賊は,八 代前に兄と戦ってサレー(Sale)に 隠れ住んだ者の孫 ソガクゥエ

(Ngakhwe)で あるが,話 しは次のようである 【PE　MAuNG　 TIN　and　LUCE　 1923:
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56-57]0

　　 ・その両親は,あ る富豪の家に彼を連れて行 き売 った。 ところで,ソ ガクゥエは,萄

醤の花,蜜 蝋,軟 膏,香 りの良い粉にひかれ,綺 麗な衣装 と美味 しい食べ物 を好み,そ し

て必ず 日に三度髪を硫 った とい う。

　あ る 日,主 人の金持 ちは,彼 を船に乗せ漕いで行かせた。 パ ガンに着 く前の晩,彼 は夢

を見たが,何 と!　 彼の腸が濟 か ら出て,パ ガンの町を取 り囲んだ。早朝彼 が船 を川上へ

漕 ぐため に来て,樟 さす と,宝 石を鎮めた盆に当た り,そ れが樟について上 って来た。そ

れを見て,ソ ガク ゥエは,「俺 の夢 は確か に実現 しそ うもない。宝石を鎮めた盆 で満足せね

ぽな らぬ ものか」 と言 い,そ れを川 に突 き戻 した。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ブラ　マソ

　そ うして彼は,パ ガ ンに来 て,王 の尊師で もあ る顧問官の家に行 った。その時姿羅門は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ブラ　マニ

外出中のため,彼 はそ の妻の女姿 羅門に話を述べたが,彼 女は,「 あなたは栄 え偉 くなるで

しょう。長生 きな さい」 と言 うだけで あった。 ンガ クゥエは,彼 女が夢解 きの骨を折 って

くれ ないのがわか る と,引 き下が り去 って行 った。そ こに姿羅門が来 て,妻 に 「私 の去 っ

た後,誰 が来た のか」 と尋ね,妻 が 「一人の若い男が来て夢を喋 り,私 がか くか く解 きま

した よ」 と答 えた。夫 の姿羅門は,そ の夢を聞 くと,妻 の髭を切 って投げ落 とした。彼が

投げ たの と同 じ瞬間,雷 光がそ の髭 を打 った。そ こで姿羅門は直 ちに,夢 を告げた若者の

後を追 い,呼 びかけ,彼 をつか まえ ると,「貴殿は どこに住 んでお られ るのだ。其 の方 はど

の一族 の者か な。貴殿 の見た夢 は確かY'実 現 しそ うもなか ろ う。信心 に励み なされ!　 ほ

どな く其 の方はパ ガ ン王 国の支配者 とな られ よ う。貴殿が王に なった時,儂 の ことを忘れ

るでないそ。」

　 ソガ クゥエは売 り買 いを して,サ レーの家 に戻 って行 った。主人 の金持 ちは,ソ ガ クゥ

エに辛 く当た り,彼 を激 し く使 った。 ンガク ゥエは もはやそれに堪 え られず ,タ ンネ ッ

(Tannek)王 の もとに仕えた。王 は,若 者の姿形を見て同情 し,彼 を塵舎の馬丁に命 じた。

ところで王は,若 い側室 と一緒に毎 日廣舎に出むいていたが,こ の馬丁 を呼んで,「馬丁 よ,

馬糞 を向 こうの方 の穴Yy入 れ,乾 いた ところで火をつけよ。す ると,後 で入れた糞 も火熱

で乾 き,焼 失 して しまうそ」 と言 った。そこで彼 は,王 の言 った通 りY'した。 ある 日,馬

丁 と若い側室 が示 し合 わ し,彼 が王を糞溜 めの穴 に押 し落 とした。 そ して彼は,妃 や側室

を脅 か し,彼 の命ず るようYyさせ,王 とな った。

　 ンガク ゥエは,.か つて世尊 を陽 射 しか ら三 度葉 で遮 った とい う,山 の守護鬼 であ り,こ

の土地で三度王にな るとの予言を受けていた。それゆえ,彼 は,勢 威 と力が大 き く,羅 刹

鬼の国か ら転生 したため,殊 の外,怒 りっぽ く傲慢で,太 って大食 漢であった。大 臣達や

従者達はひ どく怯 え,彼 に仕えた。彼は,自 分を苛酷に扱 った。 サ レーの主人 に怒 りを抱

き,王 にな ると,こ の者を虐殺 した。王は,元 の主人に似 た者 を捕 え るといつ も,そ の者

を池に投げ入れ,豚 と呼びなが ら,象 の背か ら槍を投げて刺 し殺 した。 しか し,王 が これ
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を頻繁 に行 なった時,大 臣達 と従者達は象使 いに莫大 な賄賂を与x,象 使 いは,王 が池水

の 中で狩 りを している時 に,下 で網を切 った。そのため鞍か ごは滑 り,王 と鞍か ごが水に

落 ちた。大臣達 と従者達 は,各 人手一杯の泥を投げ,王 は死 んだ。そ の池 は今 日まで ニ ュ

ンタ レッペ ッ(Nyuntalephpek)と して知 られ る。

　 (iii)農夫王からアノーヤター王ヘ

　 ソガクゥエ王の後を継いだ息子も,森 で狩猟中,飢 えから胡瓜をこっそ りとつまみ

食いした ところ,農 夫から鋤の柄で打たれ死ぬ とい う最期を遂げる。次に王となるの

が,当 の農夫ニャウンウー ・ソーラ・・ン(Nyaung-u　 Sawrahan)で ある。

　王の馬丁は,王 殺 しの嫌疑のかかる危険を察し,「王を試 した者が王 となる」など

と言って,か の農夫を説得し,王 宮に連れ戻 り,王 妃に知らせた。国の混乱を怖れた

王妃は,農 夫を入浴させ,汚 れや患部を擦 り落とし,七 日目の朝,百 官に会わせ拝礼

させた。 これ らの時,彼 を蔑む言を弄した若い側室やある大臣は,扉 の石像により肱

で殴殺 され,人 々は自らの肉を食われるかのように怯xた とい う。元農夫であった王

は,彼 の胡瓜畑に広大で心地の良い農園を作 り,大 きなナーガ像を鋳造 して崇拝 し,

次第に蔓延 しつつあった異端のア リ(Ari)僧 の教説を守 った。そ して,帝 釈天がチ

ャウソビュー(Kyaungbyu)王 を立てて来たのに立ち向かった時,彼 の前世の善行に
　 　 　 　 　 カルマ

よる強 力 な 業 が 尽 き,扉 の石 像 に 突 き落 とされ 死 ん だ とい う。

　 チ ャウ ン ビ ュー王 は,三 代 前 の タ ソネ ッ王 の 妃 の一 人 が,身 籠 った ま ま隠れ 住 み,

生 んだ 子 で,母 か ら亡 き父 の こ とを 聞 き,父 の よ うに な る こ とを 誓 い,ま た母 の 作 っ

て くれ た弁 当 の お初 を サ ウ ンジ ャ ソ(saunggyan)の 木 に 上 げ てい た と こ ろ,木 の精

霊 が現 わ れ,王 とな る こ とを 予言 した とい う。 そ して,未 来 の王 が パ ガ ソの地 に 出現

す る と人 々が 騒 い で い る時,彼 も,王 に会 お うと急 ぐ途 中,老 人 に 身 を や つ した帝 釈

天 に会 い,そ の乗 ってい る馬 と,紅 玉 製 の 髪 留 め,紅 玉 製 の腕 輪 槍 と剣 を 譲 られ る。

これ らを 身 に つ け 馬を 走 らせ る と,「 新 し く昇 る 日の御 子 の よ うに 」,こ れ らの飾 り と

と もに光 を 発 した ため,百 官 も人 々 も彼 を拝 礼 した 。 彼 は,宮 殿 に 乗 り入 れ,自 らが

新 しい王 と覚 え るに至 った とい う。

　 王 は,前 王 が 妃 に た てた 王 女 の三 姉 妹 を,自 ら も王 妃 と し,末 の妹 との間 に,ア ノー

ヤ タ ー ミ ソ ソ ー(Anawyahtaminsaw)を も うけ る。 しか し,姉 二 人 の 生 ん だ,前 王

の 息子 達 は,成 人 す る と,義 父 の 王 を 僧 院 に誘 い 込 み,捕 え て脅 し,剃 髪 さぜ た とい

う。王 位 は,ま ず 兄 の方 に行 くが,彼 は狩 猟 中 に 鹿 と誤 って射 殺 され,弟 が後 を 継 ぐ。

ア ノー ヤ タ ーは,彼 の生 母 を義 兄 の 王 が望 ん で い る のを 知 って怒 り,父 に 請 い,帝 釈
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天の与えた槍,剣,紅 玉の腕輪 と髪留めを貰い,そ の馬を腕輪の力で捕え,ポ ウパー

山に軍勢を集め,パ ガソに向け進んだ。そ して,王 である義兄と,馬 上で槍の一騎打

ちを行ない,彼 を刺 し貫き,王 は,馬 もろとも川へ行 って没 したと伝わる。

　アノーヤターは,僧 院の父を復位させようとするが,老 齢ゆえに断わられ,そ こで

王の什器や王権の五つの象徴物を父に配 し,父 を法皇とした。 この法皇は,四 年後に

崩 じるが,そ の記事をもって年代記の第三巻が閉 じられる。 ビルマ最初の強大な統一

王権をうちたてたアノーヤター王については,そ の遠征,宗 教改革などの事蹟,輝 か

しい勢威などが,続 く第四巻の最初の幾章かを占めている。第三巻のアノーヤター王

の章の大部分は,彼 の息子で,や は り強力な王 となるチャンジッターの誕生 と,若 い

頃の手柄についての話である。

　 (iv)王 に 追 わ れ た 王子

　 チ ャ ソジ ッ タ ーの 母 は,「 中 つ 国」(イ ソ ド)の ヴ ェサ リ(Vessali)王 国 で,王 女

の 比丘 尼 の植 えた 木 の 実 か ら生 まれ た 娘 と,王 子 と の間 に 生 ま れ た王 女 で,ア ノ ーヤ

タ ーの 求 め に応 じ,パ ガ ソへ と送 られ た 。途 中使 節 は,彼 女 の 美 しさ に 自制 で きず彼

女 と情 を交 わ し,た め に 発 覚 を怖 れ,彼 女 に唇 従 して来 た 者 達 を,道 々 の町 や 村 に 残

して 行 き,王 に,一 人 の供 の者 も持 た ない 彼女 は ヴ ェサ リ王 の 本 当 の王 女 で な い と誕

告 した 。 王 は,こ れ を信 じて怒 り,王 女 をパ イ ェイ ソマ(Payeimma)の 大 臣 の も と

に預 け た とい う。王 女 が パ イ ェイ ソマ の地 に 着 き,ア ノ ー ヤ タ ーの 子 が生 まれ よ う と

した時,大 地 震 が 起 こ った。 王 は,彼 の呪 者 達 に わ け を 問 うた とこ ろ,北 の 方 で 王者

に な る者 が 宿 って い る と言 わ れ,そ の方 面 の妊 婦 七 千 人 以上 を殺 し,お な か の 者 が生

まれ た と聞か され,乳 呑 み 児 を六 千 人 以上 殺 し,な お 彼 が 成長 して い る と答 え られ,

村 童五 千 人 以 上 を 殺 した 。 この王 の探 索 の度 に,チ ャ ンジ ッタ ーは,あ る ナ ー ガの 若

者 に よ って 隠 され 逃 れ た と言 わ れ る。

　さてチ ャソジ ッターの母親は,息 子を,王 の尊師に預け,彼 は僧 とな った。かの 白呪術

も黒呪術 も長 じた呪者達はなお も,「彼 は僧にな りましたぞ!」 と語 った。王が彼 らに,「こ

のことを どの ように知 ろ うか」 と尋 ね ると,彼 らは,「 僧達 を食事 に招 き,終 った時 に,壷

で水を差 し上げ るのです。す ると!　 王 となる者の 口か ら法輪 が輝 いて現われ出 ます。」そ

こで王 は,教 団の僧 全てを招 き,毎 日食事 を施 し与 えた。 ある 日,チ ャソジ ッターに食事

を施 し与x,食 事が終 って,や がて彼に壷の飲み水を差 し上 げた。す ると何 と!　 チ ャソ

ジ ッターの 口か ら法輪が輝いて現われ出て,王 はそれを見て仰 天 し,壷 は後 ろへ倒 れた。
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王 は,彼 に懇 願 す る よ うV'`,「 お まえ が 儂 の王 座 を盗 む とい うの か」 と叫 んだ 。 そ こ で,白

呪 術 に も黒 呪 術 に も長 け た 呪者 達 は,王 の耳 に,「 この 者 は,御 身 の二 代 後 に 王 とな りま し

ょう」 と語 りか け た 。 王 は,「 お まえ 達 は,た った 今,こ の こ とを儂 に告 げ た の だ。 あ あ!

儂 は,こ の 者 が 儂 の王 座 を 奪 う と思 っ て,た くさ ん の命 を奪 った!」 と言 っ た。 王 は,チ

ャ ソジ ッタ ーを 遷 俗 させ,御 前 に 出仕 させ た。 そ して,自 らの子 で あ る こ とで憐 れ に思 い,

彼 を チ ャ ンジ ッタ ー と名 づけ 呼 ん だ 【PE　MAuNG　 TIN　aHd　LucE'1923:68-69】 。

　その後,決 められた時間のうちに,千 本の椰子の木に登って実を伐ってくるという

者,六 十頭の牛の範を引いて,き ちんと畑を耕せるという者,イ ラワジ川の崖から駆

け下 り,対 岸との間を泳いで往復 し,ま た崖へ駆け上れるとい う者一 彼 らを,王 は

チャンジッターのもとに送 り,そ の部下 とした。チャンジッターとこれらの者達は,

四頭の神馬を,仕 つらえた水の中に落 とし捕えるという手柄をたてたという。

3.建 国神話 の構造 と意味

　 ビル マの 王統 譜 は,年 代 記 に 従 えぽ,ア ノ ーヤ タ ー王 に 至 る まで,三 王 朝,百 十 四

代 に及 ぶ。 年 数 は,年 号 の 記 され て い る11)タ ガ ウ ソ王 朝 の末 期 か ら,ア ノー ヤ タ ー

の父 王 の崩御 まで で も千 五 百 有余 年 にわ た る。 しか し,大 部 分 は,一 章 で述 べ た よ う

に,後 世 の虚 構 で あ るが,逆 に それ ゆ え,王 統 譜 の構 成 は 極 め て 図式 的 であ る。

　 三 代 の 王朝 は,い ず れ も一 系 でつ なが って い な い。 タ ガ ウ ン朝 は,二 次 に わ た る。

イ ソ ドか らの シ ャカ族 王 党 の 移住 が 語 られ,そ れ ぞ れ三 十 三 代,十 七 代 の 王 を数 え る。

次 の タイ ェー ケ ッタ ヤ ー朝 も,ド ワ ッタバ ウ ソ王 か ら数 え て九 代 と,鶏 頭 を 食 べ て 王

とな った ソガ タバ 王 か らの十 六 代 に 分 かれ る。パガン朝 は,そ の王 統 が しぽ しぽ正 系

の王 族 で な い者 に よ り中 断 され てお り,ピ ュー ソー テ ィ ー王 の恩 人 の行 者 か ら始 まる

八 代,二 大 臣 に寡 奪 され た後 の九 代,尊 師 ポ ウパ ー ・ソ ー ラハ ン王 の後 の 四 代,村 人 ミ

ンチ,s.工王 の後 の十二 代,農 夫 ニ ャ ウ ン ウー ・ソー ラハ ン王 以 後 と,五 次 に分 か れ る。

　 こ こで 明 らか の よ うに,そ れ ぞ れ 王朝 の各 次 の 代 数 は,四 の倍 数,ま た は倍 数 プ ラ

スー で あ る。四 は 四方 を意 味 し,加 え る一 は 中心 を 表 わ し,四(の 倍 数)プ ラス ー は ,

全 体 を表 象 す る聖 数 で あ る12)0恐 ら く,こ れ らの数 を 重 ね て い くこ とで,王 統 の伝 統

11)　 タガウン朝の後継者に よ り大猪 の仕留め られた時に年号が仏暦 で記 されてお り,西 暦にな

　 おす と紀元前504年 にあたる。

12)四 方に よって宇宙(=世 界)全 体 と表わす観念については,ハ イネ``-aル デル ソ1975な ど

　 参照。

630



田村　　ビルマの建 国神話について

の長さを示 し,歴 史が釈尊の在世時,さ らにはそれ以前にまで遡る形にしたものであ

ろう。このことは百十四人の王は,王 名こそ記されるものの,ま たタイェーヶッタヤー

朝以降の各王には,系 譜 ・在位年数 ・寿命 ・崩御時の異変 ・誕生の曜日が述べられる

が,こ れ以外の事蹟や伝承の限 られていることからも知られる。王朝の始まりと終わ

り,途 中の寡奪者についての話を除 くと,パガン朝 では第二章で述べたぐらい しかな

く,タ ガウソ朝の各王の記事は皆無である。タイ ェーケッタヤー朝については,第 二

章にあげた話の他,九 人の王に関し,善 悪いずれに しろ性格 ・事跡にふれるが,例 え

ぽ善王は宗教を守 り臣民を我が子のように慈 しんだというふうに書かれるのみで,具

体性に乏 しい。

3.1.開 閥王 の伝承

　長大な王統譜を貫くイデオロギーは,ビ ルマの王統が,イ ンドのシャカ族に出自す

ることを示 し,仏 教を基盤 とする王権に正統性を与える点にある。シャカ族の王統は

「太陽の王朝」とされ,そ れゆえビルマの王統 も 「太陽の王朝」の末喬とされ るが,

このことが単なる隠喩的表現でないことは,パガン朝 を創始 したピューソーティ王の

誕生説話から知られる。年代記では異説 とされているものであるが,類 似の話はtシ

ャソ・パラウソ ・哀牢 ・カンボジア ・ジャワにもあ り 【松本　 1978:313-364な ど],

日の御子 と龍女の婚姻の神話は,ビ ルマで流布 していたのであろう。このことを含め,

ピューソーティ王に関わる伝承の要素を例挙してみる。

　 (a)「 日の御子」(「太陽の王朝」こタガウソ王統)の 血をひ く。

　 (b)「 日の御子」 とナーガとの婚姻から生まれる(正 伝では,ナ ーガより授けら

　　　　れ,ま たナーガ王夫婦が我が子のように可愛いがったとある)。

　 (c)捨 て子である(正 伝では,行 者に預けられる。 または流浪 してパガンの老夫

　　　　婦のもとで養われる)。

　 (d)俗 界から離れた者 より将来を予言される。

　 (e)流 浪する(下 流の方へ)。

　 (f)超 自然的武器(父 の 「日の御子」または帝釈天から)を とる。

　 (g)敵 の怪獣を退治する。

　　(h)王(ビ ュー王)の 娘 と結婚 し,継 嗣となる。

　　(i)即 位にあたって,帝 釈天 とナーガから,神 器や神象 神馬,従 者を与えられ

　　　　 る。

　　(j)ナ ーガの王女も王妃とする。
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図1　 ビルマの王統譜

　 (k)し か し,彼 の継 嗣 は,ビ ュー王 の王 女 との 間 の 子 で あ る。

　 ピュ ー ソー テ ィ王 の説 話 に見 られ る,こ うした要 素 は,タ イ ェー ケ ッタ ヤー朝 の始

ま りの 一連 の物 語 に も共通 す る。 ここで は 先 の要 素 が,盲 目の 兄弟(お よび彼 らの叔

父),次 の ドワ ッタバ ウ ソ王 に また が って見 られ る。
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　 (a)彼 らはタガウンの王統である(叔 父は違 うが,王 となっていない)。

　 (b)後 述の伝承(タ ガウソの守護霊)で は双子の母が龍と交わ り,龍 の息で兄弟

　　　　が盲目になった とい う。また ドワッタバウソの母は,異 界のもの(鹿)か ら

　　　 生まれ,川 岸で兄弟に会 うように,水 界と縁がある。

　 (c)双 子の兄弟は流される(叔 父も,自 らの意志ながら故郷へ戻 らない)。

　 (d)叔 父の行者が兄弟の素姓を知る。

　 (e)叔 父,兄 弟 ともタガウンから下流へとやって来る。

　 (f)叔 父,兄 弟 とも 「五つの武器」をとる。

　 (g)叔 父は大猪を退治する(こ の大猪退治の話は,ピ ューソーティのものとの説

　　　 がある)。

　　　　　また兄弟は,羅 刹女を降参させる(彼 らの上陸地点が 「鶴の飛ぶ所」であ

　　　　るのは,鳥 との関係があるかもしれない)。

　 (h)双 子の兄は叔父の娘 と結婚 し,こ の叔父が薦めて,彼 をピs　 の王に即ける。

　　　 兄は,ビ ュー王妃とも結婚する。兄の死後,即 位した弟も,叔 父の娘すなわ

　　　　ち兄王の妃と結婚する。さらに ドワッタバ ウンは,ビ ュー王妃の娘と結婚す

　　　　る。

　 (i)ド ワッタバウソ王は,帝 釈天から神器を授かった。またナーガから贈られた

　　　 船 も言及されている。

　 (j)ド ワッタバウソ王も,ナ ーガの王女をも王妃としている。また双子の兄はピ

　　　　ュー王妃と雌鹿の娘(=叔 父の娘)を,弟 は後者と羅刹女を王妃とする。雌

　　　 鹿の娘も羅刹女も,と もに異界の女で,水 辺に出て くる。

　 (k)ド ワッタバウン王の母は雌鹿の娘の方であるが,彼 がピx一 王妃の娘 との間

　　　 にもうけた子の末喬が,以 降の王統を継 ぐ。

さらに先立つタガウン朝の始まりにも,同 様の要素が見 られるであろうか。多少な

りとも具体的で比べられるのは,第 二次のダザヤーザー王の伝承である。

　 (a)「 太陽の王朝」(シ ャカ族)の 王族である。

　 (c)敵 に攻められ故郷を離れる。

　 (e)移 動 して,度h拠 点を移 している(「中つ国」から出発 しているゆx,下 方

　　　 への移動と考えられるかもしれない)。

　 (h)第 一次タガウソ朝最後の王の王妃 と結婚する。その後,第 二次タガウソ王朝

　　　 を開く。

　 (j)王 は二人の王妃を持つとされる。 しか し今一人の王妃の名 ・出自は明らかで
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　 　 　 　な い 。他 方,先 王 の 王妃 の名 は ナ ガ ーセ イ ソで あ り,ナ ー ガ(ナ ガ ー)出 自

　 　 　 　の 王 妃 の可 能 性 が 考 え られ る。

　 (k)ナ ガ ーセ イ ン妃 との間 の 息 子 は王 統 を 継 が な か った よ うで あ る(少 な く とも

　 　 　 　名 前 が 一 致 しな い)。

　 神器 な ど の授 受(i)は,精 霊 か らの 太 鼓 が 語 られ,宮 殿 の上 半 分 が ナ ー ガや 諸 霊

の手 で建 て られ た とあ る。 後 者 の 点 は タイ ェー ケ ッタ ヤ ーの城 市 が ナ ー ガ と帝 釈 天 に

よ って建 設 され た こ とに 似通 い,ま た ドワ ッタバ ウ ソ,ピ ュ ー ソー テ ィと同 じ よ うに

帝 釈 天 な どに 導 かれ 即 位 した と記 され る13)0あ るい は 治世 中 に宝 石 の雨 が 降 った記 事

も他 の王 朝 創 始 者 に共 通 す るis)aし か し,タ ガ ウ ン朝 創 設 者 の伝 承 には 出生,僧 な ど

の介在,難 敵 退 治 とい った 重要 な要 素 が 欠 け て お り,不 完 全 で しか な い。

　 これ よ りむ しろ興 味 深 いの は,年 代 記 の この 巻 の樟 尾 を飾 る ア ノ ーヤ タ ー王,お よ

び その 父 チ ャ ウ ソ ビ ュー王 の物 語 で あ る。

　 (a)両 王 は,パガン朝 の正 系,す なわ ち 「日の 御 子」 の末 喬 で あ る。

　 (b)チ ャウ ン ビ ュ ーの父 は パ ガ ン朝 の正 系 の 王 で あ る。他 方,そ の母 が 隠れ 住 み,

　 　 　 　 彼 を生 ん だ 場所 は,ナ ー ガの 土 地 へ の入 り 口で ナ ガー チ ャ ウ ソと呼 ば れ る。

　 (c)チ ャウ ン ビs一 が生 まれ た 時,既 に 父 は亡 くな って い た。 また ア ノ ーヤ ター

　 　 　 　 の父 王 は,位 を 追 われ,出 家 の 身 で あ った 。

　 (d)チ ャ ウ ソ ビュ ー王 自身 が 僧 であ り,ア ノー ヤ タ ーの厭 起 に あた り,武 器 を与

　 　 　 　 え る。

　 　 　 　一一一ま一た チ ャ ウ ン ビ ューに つ い ては,木 の精 霊 の予 言 が あ る。

　 (e)チ ャ ウ ン ビ ュー の母 は,彼 を お なか に 入 れ て逃 げ,母 子 は 後 に茜 醤 御 料 地 で

　 　 　 　 の 仕 事 の た め移 り住 む 。

　 　 　 　　 また チ ャ ウ ソ ビ ュー の時,未 来 の王 に会 うべ く人 々が トゥーユ ゥイ ソ山へ

　 　 　 　 行 った とあ るが,ア ノ ー ヤ タ ー も,ポ ウパ ー山 で軍 を集 め,パ ガ ソへ 向 った

　 　 　 　 と い う。 山 か ら(下 へ)の 移 動 と も考 え られ る。

　 　(f)両 王 とも,帝 釈 天 か らの馬 ・武 器 な どを手 にす る。

　 　(g)い ず れ も王 位 寡 奪 者 を滅 ぼす 。

　 　(h)チ ャ ウ ソ ビ ュー王 は,纂 奪 者 で あ る先 王 の 王妃(先 に 寡 奪 され た正 系 の王 の

　 　 　 　 王 女 三姉 妹)を 王 妃 にた て るis)0な お ア ノ ー ヤ タ ー王 の第 一 王 妃 の 出 自は 言

13)　 この三王 のみである。

14)他 に テ ィリピッサヤ ーの町 を建設 した ソガタバ王 の記事にある。

15)ア ノーヤター王の母 が三姉妹の うちの誰 かは明らか でない。
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　 　 　　 及 され て い な い。

　 (i)即 位 前 で あ るが,帝 釈 天 か ら王威 を示 す もの を与 え られ る(fと 同 じ)16)0

　 (j)ア ノ ーヤ タ ー王 は,第 一 王 妃 と別 に,異 国 の ヴ ェサ リ王 国 の王 女 を貰 い受 け

　 　 　　 る。 そ の子 は,後 に ナ ー ガの若 者 の庇 護 を 受 け,ま た ナ ー ガ の子 とす る説 も

　 　 　　 あ る。

　 (k)異 国 の 王女 の子 チ ャ ソジ ッター は後 に叛 徒 を倒 し王 とな るが,ア ノー ヤ タ ー

　 　 　　 の正 統 の後 継 者 は,第 一 王 妃 の王 女 で あ る。

　 以上 の よ うに 見 て くる と,チ ャウ ンビs一 王(お よび ア ノー ヤ タ ー王)の 伝 承 は,

これ ら の王 が 開 關王 の性 格 を 持 つ こ とを示 して い る。 面 白 い こ とに,チ ャ ウ ン ビ ュー

王 は百 十 五 才 まで生 きるが,百 才 以上 の寿 命 の 王 は他 に,百 五 才 の ドワッタバ ウ ソ王,

百十 才 の ピュ ー ソ ーテ ィ王 な どパ ガ ン朝 最 初 の三 代 の王 で あ る。 こ の点 も,新 た な王

朝 の始 ま りを 示 唆 して い るか も しれ な い。

　 それ は と もか く,王 朝 創 設 者 の 伝 承 の要 素 は,一 部 の弱 い形 で,他 の王 に も見 られ

る。 これ らは いず れ も,王 統 の 中 断 を継 ぐ所 に 位置 す る者 達 で あ る。 例 え ぽ,ン ガ タ

バ 王 は,僧 に 預 け られ(c),怪 鳥 を 料理 して食 べ(g),王 と な る こ とを 師僧 に予 見

され(d),僧,大 臣,王 の も と を 移 り(e?),(王 の 娘 と結 婚 し)継 嗣 と な る

(h)17)0ン ガ ク ゥエ王 は,王 族 の末 窩 で あ り(a),両 親 に 売 られ(c),姿 羅 門 に

将 来 を予 見 され(d),サ レー とパ ガ ンの間 を 行 き来 し(e),王 妃 と語 ら い(h),

王 を殺 し,ま た か つ て の 主人 も屠 る(g)。 彼 は 羅 刹 鬼 の 転 生 とい うが,極 め て似 た

伝 承 を持 つ ミンチ ュエ王 は羅 刹 鬼 の種 といい,異 界 の血 を ひ く王 で あ る こ と(b?)

を うか が わ せ る。さ らに,一 層 開 閥王 の伝 承 に 重 な る要 素 を持 つ の は,チ ャ ンジ ッタ ー

の話 で あ る。 彼 は,パ ガ ンの正 系 の王 の子 で あ り(a),ナ ー ガ の庇 護 を 受 け,ま た

は そ の 子 と も言 わ れ(b),父 王 よ り捨 て られ て い る(c)。 彼 は,王 の呪 術 師 に 将

来 を予 見 され,ま た 自ら僧 とな り素 姓 を 明 らか に され(d),王 の追 求 を逃 れ(e?),

後 に,神 馬 を獲 得 し(f),叛 徒 を 破 った(g)。 叛 徒 の た め に 一 度 中 断 した王 統 を 再

び始 め た 者 で あ り,前 王 の 王 妃 な どを王 妃 に た て て い る(h,k)。

　 この よ うに 見 て くる と,ビ ル マ の年 代 記 は,王 朝 を開 く英 雄 の物 語 を く り返 し語 っ

て い る よ うで あ る。 そ れ は,日 の御 子 と龍 女 との 間 の子 が,捨 て られ,流 浪 し,超 自

然 武 器 を 得 て,勲 功 を あ げ,王 族 の女 と結 婚 し,王 統 を継 ぐとい うもの で あ り,さ ら

16)　チ ャンジッターの馬は,水 界 と縁が深 くピューソーテ ィ王 の手 に した川 から出現 した馬を

　 思い起 こさせ る。

17)先 に述べた ように宝石 の雨が降 り,ま た帝釈天やパ ゴダ建設 のこ とが,こ の王に関す る記

　 事にあ る。
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に聖職者の助け(ま たは介在),ナ ーガとの婚姻などの要素が加わる。それが,歴 史

上の人物であるアノーヤター王やチャソジ ッター王に関してまでも語 られているの

は,こ の伝承の根強さを示 し,王 統譜の伝えるものが奈辺にあるかを表わしている。

この点は後に考察 してみる。

3.2.二 つ の流浪謳

　 タ ガ ウ ソの 二 次 にわ た る建 国 神 話 が,同 様 の話 の く り返 しで あ る ことは 明 らか で あ

る。 婚 姻 にお け る血 筋 の尊 卑 を め ぐる争 い,そ れ に よ り没 落 し,移 住 して,新 た な地

で王 朝 を開 くとい う筋 で あ る。 面 白い こ とに,第 一 次 タ ガ ウ ン朝 の話 にあ る,建 物 造

り競争 と同 じ話 が,タ イ ェー ケ ッタヤ ー朝 の滅 亡 の後 に も語 られ る。 こ こで は,三 分

され,そ の うちの二 つ の分 枝 が 競 い 合 うが,第 一 次 タ ガ ウ ソ朝 の場 合 も,兄 弟 それ ぞ

れ の系 統 に分 か れ る と と もに,ヤ カイ ンに行 っ た 兄 の子 は ビ ュ ーの支 配 者 とな り,結

果 的 に,来 住者 は三 つ の系 統 に分 岐 す る。第 二 次 タ ガ ウ ン朝 で も,敗 れ た シ ャカ族 は,

三 つ の集 団 とな った話 が加 わ って い る。 また,印 度 か らの 移 住者 は何 ヶ所 か流 浪 す る

が,タ イ ェー ケ ッタ ヤ ー滅 亡 後 の ビ ュー民族 も,拠 点 を 移 し,パ ガ ンの地 で の 新 た な

王 国 の誕 生 へ と続 く。 この よ うに 見 る と,タ ガ ウ ソ建 国 と同 じテ ーマ が,タ イ ェ ー ケ

ッタヤ ー朝 とパガン朝 を つ な ぐと こ ろに く り返 され て い る。

　 と ころ で,第 一 次 タ ガ ウ ン朝 が 外 敵 よ り滅 び三 分 した とあ るの に対 し,第 二 次 タ ガ

ウ ン朝 の終 末 は 明 らか で な い。 と もか く王嗣 が流 浪 し,隠 者 とな り,生 まれ た 娘 との

近 親 相 姦 の誤 解 を避 け た と話 が続 く。 この 点 で 興 味深 い のは,タ ガ ウ ンの町 の守 護 霊

の 伝 承 で あ るis)0す な わ ち,宮 殿 の柱 飾 りか ら 出現 した龍 が,人 間 の姿 を と り,王 妃

の 寵 愛 を受 け,そ の 毒 牙 で王 を殺 す 。 続 い て 王 とな り王 妃 を 嬰 った 七人 の弟 達 も殺 さ

れ,困 った大 臣達 が 王 を探 す 車 を送 り出す。 幼 い 頃 に森 で迷 い,見 知 らぬ 人 に 育 て ら

れ た,王 妃 の息 子 が,そ の車 に 出会 い,王 とな り,実 の母 を 知 らず に妻 とす る。 彼 は

首 尾 よ く龍 を退 治す るが,そ の後 生 まれ た 二 王 子 は,胎 内 で龍 の息 に あ た った た め 盲

目 とな り,筏 で流 され た とい う。

　 この 伝 承 の結 末 は,タ イ ェ ーケ ッタ ヤ ー朝 の 王 統 の祖 とな る双 子 の 兄 弟 の盲 目のわ

け を 説 明 す る が,注 目され るの は実 の母 子 の 結 婚 の こ とで あ る。 この 伝承 を補 うとす

る と,タ イ ェー ケ ヅタ ヤ ーの物 語 は,母 子 相 姦 に 始 ま り,流 浪 し,隠 者 に 出会 い,王

権 を 手 に す る とな り,ち ょ うど第二 次 タ ガ ウ ン朝 の 話 と対 称 を なす 。 そ して タ ガ ウ ソ

朝 の始 ま りに あ る,没 落 ・三 分 裂 ・建 物 造 り競 争 ・移 住 は,タ イ ェー ケ ッタ ヤ ー朝 の

18)　 この伝承については,田 村[1987]が 紹介 してある。
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図2　 三王朝の物語の展開

終わ りで くり返 されている(図 参照)。

　タガウン朝からタイェーケッタヤー両朝を結ぶ間に展開する流浪謳を,さ らに詳 し

く検討 してみよう。 ここに見られる二つの流浪潭,す なわち行者 となる叔父と,盲 目

の兄弟のそれぞれの物語は,ま さに裏返しの関係になってお り,先 のタガウソの守護

霊伝承 の母子相姦 のモチー フを補 うと,こ のことが一層 明 らかであ る(図 参

照)19)0ま ず叔父の話から順を追 うと一

　 1(1)王 の後継者となる。

　　 (2)王 命とはいえ,自 らの意志で故郷を離れ流浪する。

　　 (3)森 ・山から川へ入る。五つの武器を手にしている。

　　 (4)猪 退治の勲功をとげる。

　　 (5)行 者 とな り,超 自然力を身につける。

　　 (6)雌 鹿が来て,尿 を嘗める。

　　 (7)雌 鹿から女の子が誕生する。雌鹿は逃げ去る。

　　 (8)父 の行者の指からでる乳で,女 の子は育つ。

　　 (9)行 者は,娘 と共にいることを隠そうとするが,一 緒に住んでいる。

　　 (10)穴 のない瓢を用いることで,父 娘相姦の恐れを避ける。

　 これに対 し,双 子の話は次のような順である(番 号は1で のモチーフと相応するよ

うY'付けてある)。

　 皿(10)母 子相姦があ り,生 まれてきた双子は盲 目である。

　　 (9)王 妃は,息 子達を隠そ うとするが,結 局,王 命により捨てる((2)兄 弟

19)　このような異郷訪問諌の構造分析については,大 林 【1984】。
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図3　 二つの流浪課

　　 の流浪)。

(8)母 の王妃の用意 した食料で,兄 弟は生き延びる。

(6)羅 刹女が来て,食 料の一部を横取 りする。

(7)羅 刹女はつかまる。羅刹女の手で兄弟の目が開く。

(5)精 霊のもたらした薬に より目が治癒する。

(3)兄 弟は川から出る。五つの武器を手にしている。

(4)勲 功をとげる。瓢に穴をあけ使えるようにしたことである。

(2)自 らの素姓を明かし,叔 父と出会 う((9)娘 と行者の庵に行 く)。

(1)王 となる。

　以上のように(1)と(皿)の 二つの流浪諌は,物 語が逆の順序で構成され,そ の

要素は対照を示 している。両者が一連のものとされる場合,前 半(1)と 後半(皿)

との転回点は近親相姦であ り,(1)で は避けられるのに,(皿)で は実現される。 こ

の時,近 親相姦は父娘相姦と母子相姦 とい う対照的な形をとっている。そ して,穴 の

ない瓢と盲目の子供は象徴的意味を同じくすると考えられるが,前 者が近親相姦の抑

制の原因であるのに対 し,後 者はその実現の結果となってお り,前 者が男性の手によ

り,後 者は女性の助けで開けられる。また(1)(皿)と も舞台が,勲 功を境に川か

ら陸(行 者の庵の場所)へ と移るが,対 応する要素の場は逆となる。
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　このように前後半で裏返 しの関係の構造を持つ流浪潭は何を伝えようとしているの

であろうか。注 目されるのは双子の兄弟のあげる勲功である。それは武勲でなく,瓢

を使用できるようにするといった文化的なものである。また,彼 らと行者の娘 との結

婚は交差イ トコ婚であ り,こ れ以前の第二次タガウソ朝の王子王女達が兄弟姉妹で互

いに通婚をした点 と異なる。そ して話の転回点が近親相姦にあることからして,こ の

物語は,近 親相姦の忌避(あ るいは禁止),ひ いては 自然の状態から文化への転換を

語っている可能性が考えられる。少 し後のこととなるが,タ イェーケッタヤー朝の猿

になった王の話は,以 後の近親相姦の企てが当人を自然の状態に引き戻 し,人 間社会

から放遂される結果 となることを能 く語ってくれる。

　さらに,タ イェーケッタヤー朝に先立つ伝承で興味深いのは,こ こでの仏陀の予言

である。それは,大 洋に漂 うもの　　流れ島か ら大地が創造 されたとい う神話を思い

起こさせる　　 ,大 地の姦動を語 り,地 勢の変動を述べるように,世 界創造の神話的

内容を持つ。そして,こ の後に出てくるパガンの予言は,人 間社会のあり方を告げる

ものである。

　 ビルマの年代記は,王 統譜を中心に構成 されたものであるが,そ こに見られる諸伝

承は,神 話的な意味内容を潜ませている。タイェーケッタヤーの始ま りにおいて,世

界の創造が語られ,続 く伝承で,自 然から文化への移行一 敷衛して,人 間社会の起

源　　が示され,パ ガソでは,人 間社会の構成を述べ,王 朝を開 く英雄の神話へと移

っていく。ただし開閥王の話は,年 代記の中心的なイデオロギーが王権の正統性を示

す ところにある以上,く り返されるテーマでもある。他方,タ イェーケッタヤー朝の

前には,先 の流浪潭の裏返 しの関係をそのまま延長 したように,タ イェーケッタヤー

朝の伝承を逆転 させた形でタガウン朝の伝承が付加されているといえよう。

3.3.三 領域 と王権

　年代記の中のタガウソはビルマ王統の発祥の地であるが,こ れは,イ ンドからの来

住者が至ったことに由っている。イソドは,王 統のみならず,そ れを支える宗教も発

した神聖な地であ り,「中つ国」と言われるように,世 界観の中心にある。同時に,

そこのシャカ族王朝が 「太陽の王朝」と呼ぼれるのは,「 中つ国」が象徴的に天と結

びついていることを推測 させる。とすると,イ ソ ドと直接の関係を持ち,や は りその

王朝を 「太陽の王朝」というタガウソも,神 話的観念の上で,天 を意味するかもしれ

ない。

　このことは,ビ ルマの王権が天に淵源するとの観念と関わ りをもってこよう。その
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具体 的表 わ れ は,パガン朝 で の ポ ウパ ー 山 の重 要性 で あ り,代 々の王 は即 位 時 に 登 り,

精 霊 マ ハ ー ギ ー リを 祀 った と伝 わ る。 この精 霊 は,非 正系 の ポ ウパ ー ・ソー ラバ ソ王

に対 し出現 しなか った よ うに,王 権 の正 統 性 を 示 す機 能 を持 つ と考 え られ,年 代 記 の

以 後 の 伝 承 で も王 権 の危 機 に あた って 登場 す る。 ア ノ ーヤ タ ーが最 初 に ポ ウパ ー 山 に

兵 を 集 あ た の も,こ の脈 略 で理 解 され よ う。 そ して,ポ ウパ ー 山 の マハ ーギ ー リが タ

ガ ウ ソ出 身 で あ る こ とを 思 い あわ せ る と,ポ ウパ ー 山 と タガ ウ ンが 密 接 に 関 わ り,両

者 は 象 徴 的 な意 味 の上 で 強 く天 に結 び つ い て い る といえ る。 な お,王 朝 を 開 く者 な ど

が タ ガ ウ ンか ら下 流 へ と来 るの は,天 か らの降 下 を 示 唆 して い るか も しれ な い。また,

タイ ェー ケ ヅタ ヤ ー朝 の 前 に加 え られ た タ ガ ウ ソ朝 の伝 承 は,地 上 の世 界 や 人 間社 会

の始 ま りに 先立 つ,天 界 で の 出来 事 と して,神 話上 位 置 づ け る こ と もで き よ う。

　 王 統 譜 を 見 て面 白 い のは,ビ ュー民 族 が 王 朝 間 をつ な ぐと ころ に位 置 して い る 点 で

あ る。 タイ ェ ーケ ッタ ヤ ー朝 は,タ ガ ウンの 王 族 で あ る双 子 の 兄 が,ピx一 民 族 の 王

とな り,ビ ュ ー妃 と結 婚 す る こ とか ら始 ま る。 ピュー ソー テ ィも,ビ ュー民 族 の 王 の

娘 と結 婚 して,パガン朝 へ の道 を開 く。 この ピz一 民 族 は,タ イ ェー ケ ッタ ヤー 王 国

が二 度 分 裂 して で きた もの で,先 の ビ ュー王 妃 も タガ ウ ン ・シ ャカ族 の一 族 とわ ざわ

ざ記 され,い ず れ も伝 承 上 は タ ガ ウ ソの王 統 の 流 れ を ひ い てい る。 しか し,歴 史 的 事

実 と符 合 す る こ とで あ る が,ピ3一 民 族 自体 は,既 に第 一 次 タ ガ ウ ソ朝 の発 端 時 に,

先住 民集 団 と して 出 て きて い る。 こ うした ビ ュー民 族 の主 権 の上 に 常 に新 しい王 朝 が

築 か れ る こ とは,先 住者 との結 び つ きを開 閥 王 の条 件 とす る観 念 が 背 景 に あ る と考 え

られ る。 それ は,先 の タ ガ ウ ンの天 に対 して,い わ ば地 を意 味 す る もの とのつ な が り

で あ る。

　 王 朝 の 開 閥者 が 結 び つ くの は 今一 つ あ る。 ナ ー ガ,す な わ ち異 界 の者 で あ る。 既 に

開 閥 王 の伝 承 の 分 析 で 示 した よ うに,王 が そ の 血 を ひ き(伝 承 の要 素b),ま た そ の

女 と結 婚 す る(同j)。 龍 蛇 で あ る ナ ーガ は,い うまで もな く水 界 と縁 が 深 いが,大

地 と も関 わ る よ うで あ る。 タイ ェー ケ ッタヤ ーの城 市 建 設 に あ た り,帝 釈 天 が 真 ん 中

に立 ち,ナ ーガ の ひ く綱 で 敷 地 を定 め た との伝 えや,ピ ュ ー ソーテ ィ王 の誕 生 の 時 に

出 て くる ナ ー ガの穴 の こ とは,そ れ を うか が わ せ る20)0ま た ドワ ッタバ ウ ン王 が最 後

に ナ ー ガの 国へ 連 れ 去 られ た とい う伝 承 は,ナ ーガが 冥 界 と も関わ る可 能 性 を考え.さ

20)　 ナーガと大地 との関わ りについては,今 日も次の ような民間 の伝承が ある。すなわち,大

　 地 に棲む ナーガが,四 ヶ月ずつ順 々に,東 →南→西→北 と頭 を動かす ので,そ の頭Yyあ た る

　 部分 の方角か ら尻尾の方へ引越 しな どで動 くのは忌避 され る。 これ をナーガ ・プ レ(naga-

　 hle)と い う。 フ レは,「 まわ る」意味 である。筆者が1979-80年 に調査 したサ ガイ ソ近 郊の

　 村人 の語 るところである。
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せる。

　 このように見ると,王 朝創設者は,天 とともに,水 界あるいは(お よび)大 地(地

下)と い う宇宙の二大領域とつなが りを持ち,さ らに地上の先行の王権 と結びつ くと

いう構図が出てくる。それゆえ,王 の即位時には,帝 釈天とナーガが祝福 し,レ ガリ

アなどを与える。また,タ イェーケッタヤーの予言に先立ち仏陀が,山 頂 と川辺の岩

に仏足石を印したとの伝承は,あ らためて宇宙の二分界を示 している。

3.4.女 性 ・王 権 ・仏 教

　ビルマの年代記は,王 統がタガウン朝,ひ いてはシャカ族に由来 し,一 系につなが

ることを示そうとする。しか し,そ れはしぽしぼ,寡 奪者,あ るいは英雄によって中

断させられる。この時,新 しい王は,先 の王の妃または王女 と関係を持つことで,先

行の王統につながってい く。王朝間は,前 述のように,ピs一 の女性が媒介とな り,

二つのタガウン朝の間も王妃ナガーセインで結ぽれている。パガン朝 の農夫王ニャウ

ソウー ・ソーラハンは先王の王女三姉妹を娶 り,彼 を追い落 としたチャウソビュー王

も彼女達を王妃にたて,ま た鶏頭を食べ王となる,タ イェーケッタヤー朝のソガタバ

王も,先 王の娘 と結婚 したとい う。 このことは,逆 に言えば,女 性が,外 来者と結ぶ

位置にあ り,王 統の断絶を導 く潜在的な危険性を持つことを示唆する。それをよく表

わすのは,馬 丁か ら王になった,パ ガン朝の二王であ り,王 妃の尊師であったポウ

パー ・ソーラハン王 もこの例であろう。女性は,言 うまでもなく,王 嗣を生むことで

王統の連続性をもたらす位置にある。それ と同時に,こ こで述べたように,王 統を断

つ存在とも表わされる。

　 この女性の両義的な意味は,恐 らく,ビ ルマの王権についての二つの相対立する観

念の表われであろ う。一つは,王 権が正系の血統によって受け継がれていくというも

のであ り,他 方は,王 権が寡奪者あるいは英雄によって創出されるとの観念である。

そして,後 者の観念に関連 して,農 夫のニャウソウー ・ソーラハンが言われたように,

拭逆者自身が王になるとの考えや,ま た,彼 の場合と馬丁出身の二王の例の示す よう

に,王 宮を掌握 した者が王になるとの考えがうかがえる。実際に,歴 史的に見てビル

マの王権は,寡 奪と王朝交替で続いている。 しか し,年 代記は,イ ソドのシャカ族起

源の輝か しい一系の王統を示そうとする。 この矛盾は,ま た以下のような形でも明ら

かにされ,か つ一定の 「解決」が示されている。

　問題は,王 朝創設者の伝承における,二 人の王妃の運命である(伝 承の要素(j)

(k))。 開閥王と結婚する,先 の王族の女は,王 統を継 ぐ者を生むが,ナ ーガ王女な
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ど,い わば異界から来た王妃はそ うでない。 ドワッタバウソ王のナーガ妃は,王 の額

の惹が消えると王のもとを去 り,そ の叔父の王妃の羅刹女は,夫 が兄王の妃を嬰った

のを嘆き,息 子とともにポウパー山に移 り住んだという。 ピューソーティ王のナーガ

妃に子はなく,ア ノーヤター王に異国から嫁いで来た王女は,王 使の麗言のために王

宮から追われる。このように異界からの女性 との結婚は,概 ね不幸な結末 とな り,新

しい王統を生まない。それは,次 のようなことを意味 していよう。すなわち,王 統は,

外からの英雄(ま たは纂奪者)の 手に一旦帰するが,外(異 界)の 女性ではな く,内

(王族)の 女性を媒介して,再 び正系に伝わってい く(図 参照)。 これによって,王

統をめぐる正系と異端,内 と外,ひ いては王権について対立する観念に,一 定の 「妥

協」がなされ,「解決」がはかられている。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カルマ

　 と ころ で,正 系 で な い者 が 王位 に 即 くの は,前 世 の 善 行 に よる 業 の結 果 で あ り,

逆 に これ が 尽 き る と没 落 す る 。 こ の 点 を 明 言 して い る の は,農 夫 だ った ニ ャ ウ ソ

ウ ー ・ソー ラ バ ソ王 の伝 承 で あ る。 そ の二 代 前 の ンガ ク ゥエ も前世 の行 な いの た め 王

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カルマ
とな った と述 べ られ て お り,ま た ド ワ ッタバ ウ ソ王 の 最 期 は 業 の尽 きた た め と語 ら

　 　 　 カルマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カルマ

れる。 業 は仏教の教えの根幹の一つであるが,こ うした 業 に基づく王権の考え方の

一方で,血 筋による王権の観念が対立する 【田村　 1991参照]。しかし後者も,正 系性

の根拠を,釈 尊を生んだシャカ族出自に求めており,い ずれも仏教に王権の正統性の

基盤を置 くことに変わ りはない。

　仏教 と王権は,ビ ルマの歴史の一貫したテーマである。それは,年 代記において,

開闘王の伝承での聖職者の介在のモチーフ(要 素(d))と して現われている。彼ら

図4　 王統 の正系 と異端 の 「解決」(妥 協)
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が,将 来の王となる者を育て予言 し,双 子の叔父やアノーヤターの父など,具 体的に

即位への援助もするように,仏 教は,王 権を生み出す。換言すれぽ,王 権は仏教の力

によって打ち立てられる。それゆえ,ピ ューソーティ王に先立ち恩人の僧が位に即い

たように,王 朝の始ま りに聖職者を置 くことで,仏 教の俗権への優越が示 される。王

統を復興 したアノーヤター王も,ま ず父の法王に王権の徴を配 している。

　 しか し,仏 教は王権にとって両刃の剣である。王妃の尊師だったポウパー ・ソーラ

バソ王の例の示すように,聖 僧者自身が王統を中断する存在 ともなる,タ イェーケッ

タヤー朝のンガタバ王の師僧も,彼 自身が鶏頭を食べ王になる野心を持っていた。実
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カルマ

際に,王 権の二つの観念からして,シ ャカ族出自の正系の王統は,強 力な 業 を持つ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カルマ

者の存在によって潜在的に脅かされていることになるが,こ の 業 の考えは仏教に強
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カルマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カルマ

く支持されているのである。他方で,業 による王権 も,自 らの 業 の尽きる危険や,
　 　 　 　 　 カルマ

より強力な業 を持つ者の脅威 という矛盾を孕んでいる。

　年代記の伝承で興味深いのは,タ イェーケッタヤー朝の終焉である。そこでは,有

徳で敬慶な理想的な王が語られる。 しかし,彼 は余 りにも仏教に熱心であったため,

国の混乱と滅亡の結果をもたらす。同じ王朝の創設者 ドワッタパウソ王の没落 も,聖

権に属する物への僅かな不法からである。仏教は,王 権を生み出すとともに,そ れを

滅ぼす。 ドワッタバ ウソ王に聖人達が,痩 や コブラを喩えに言ったことは,こ うした

仏教の危険性を余すことなく語っている。

　 ビルマの年代記は,何 よ りも王権の正統性を示すことを目的 とする。しかしそれは

また,世 界創成から王朝の始まりに至る神話的内容を潜ませ,他 方で,く り返される

開閥王伝承の中に,王 権のあ り方や矛盾を伝える。そ して,仏 教 と王権とい う,ビ ル

マの歴史を貫き,そ のダイナミズムも生み出してきた最大の命題を,あ らためて示し

てもいるのである。
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